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そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
の
最
先
端
の
技
術
的
な
研
究
成
果
を
出
し
つ

つ
、
各
個
別
の
技
術
の
統
合
化
、
シ
ス
テ
ム
化
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
本
年
度
は
五
月
と
十
一
月
に
開
催
）
や
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ（
本
年
度
開
催
予
定
）
に
よ
っ
て
本
学
だ
け
で
な
く
外

部
の
各
研
究
者
と
議
論
し
な
が
ら
形
に
し
て
い
く
予
定
で
す
。
そ

し
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
得
ら
れ
た
成
果
を
広
く
世
に
発
信
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。データセンター

有害な環境対策の
選定とその方策の配信

データの効率・
高速処理蓄積

多量なデータの
エネルギー・電力最小の配信

多量センサによる
有害ガスの検出・場所の特定

効率的な情報配信
（情報高圧縮化）

GPS衛生

センサ

低電力機器による
ユーザインターフェース

効率的・ユーザに
優しい情報配信

GPSによる場所特定 有害物質の特定

●対策技術の構築
●環境改善
（有毒物質の分解・反応の効率化）

●有害物除去

●データ処理
●環境最適化
●処理の高速・高精度化

並列分散処理

と
「
ユ
ビ
キ
タ
ス
」
の
二
つ
の
特
徴
を
持
つ
「
方
法
」、あ
る
い
は
「
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
」
の
創
出
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

●
統
合
化
す
る
こ
と

環
境
研
究
に
は
い
く
つ
か
の
フ
ェ
ー
ズ
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、「
計

測
」
や
「
観
測
」
を
行
い
、
ど
こ
に
問
題
が
あ
る
の
か
を
「
発

見
」
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
ま
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
そ
の
問
題
が

ど
の
程
度
深
刻
な
の
か
、
ま
た
今
後
ど
の
よ
う
な
影
響
を
も
た
ら

す
の
か
に
つ
い
て
の
「
評
価
」
や
「
予
測
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
も

し
そ
の
問
題
が
深
刻
で
あ
れ
ば
、「
対
策
」
技
術
の
開
発
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
個
別
の
技
術
の
進
歩
は
め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
る

の
で
す
が
、
現
実
の
環
境
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
問
題
の

性
質
に
応
じ
て
、
こ
れ
ら
を
有
機
的
に
う
ま
く
連
携
、
統
合
化
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
成
蹊
大
学
理
工

学
部
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
研
究
者
の
持
つ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
「
統

合
化
」
し
た
も
の
を
創
出
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

●
ユ
ビ
キ
タ
ス
で
あ
る
こ
と

人
間
も
環
境
の一
部
で
す
。
環
境
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
技

術
は
、「
環
境
に
や
さ
し
い
」
こ
と
は
当
然
で
す
が
、
当
然
「
人

に
も
優
し
い
」
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
セ
ン
サ
な
ど
に
よ
る
環

境
計
測
の
結
果
や
、
対
策
技
術
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
る
環
境

改
善
効
果
に
関
す
る
情
報
は
、
共
有
し
、
常
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る

よ
う
な
環
境
に
あ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
目
指

す
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
に
要
求
さ
れ
る
も
う
一つ
の
側
面
と
し
て
、「
ユ
ビ

キ
タ
ス
」
で
あ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ユ
ビ
キ
タ
ス
、「
い
つ
で
も
ど

こ
で
も
」
と
い
う
意
味
で
、環
境
に
関
す
る
情
報
に
常
に
ア
ク
セ
ス
、

利
用
で
き
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
作
り
を
目
指
す
も
の
で
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

今
後
の
予
定
は
？

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
本
年
（
二
〇
〇
九
年
）
を
含
め
て
後
四

年
間
続
き
ま
す
。
初
年
度
の
昨
年
と
本
年
で
「
統
合
化
」
の
方

法
論
を
確
立
し
、
次
年
度
か
ら
は
実
際
に
そ
の
方
法
論
を
実
際

の
環
境
問
題
に
実
践
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、

度
）
を
導
入
し
ま
し
た
。
環
境
汚
染
物
質
計
測
用
P
T
R

M
S
は
p
p
t
（
一
兆
分
の一
）
の
極
低
濃
度
の
化
学
物
質
を
リ

ア
ル
タ
イ
ム
（
時
間
毎
に
）
測
定
可
能
な
装
置
で
、
空
気
中
の

有
害
物
質
の
観
測
や
反
応
系
の
解
析
な
ど
の
研
究
に
使
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
平
成
二
十
一
年
度
は
、
粒
子
状
環
境
汚
染
物
質
計

測
器
、
セ
ン
サ
情
報
収
集
・
解
析
シ
ス
テ
ム
の
整
備
が
行
わ
れ
ま

す
。
粒
子
状
環
境
汚
染
物
質
計
測
器
は
、
ナ
ノ
粒
子
（
1
ミ

リ
メ
ー
ト
ル
の
百
万
分
の
一
の
大
き
さ
の
粒
子
）
の
測
定
が
可
能

な
装
置
で
、
P
T
R

M
S
と
組
み
合
わ
せ
て
、
空
気
中
に
お

け
る
浮
遊
粒
子
（
S
P
M
）
の
形
成
過
程
の
解
析
に
用
い
ら
れ

ま
す
。
平
成
二
十
二
年
度
に
は
環
境
情
報
実
験
設
備
の
整
備
が

行
わ
れ
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
ハ
ー
ド
面
の
整
備
に
加

え
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
を
中
心
に
な
っ
て
遂
行
す
る
ポ
ス
ト
ド

ク
タ
ー
（
博
士
研
究
員
）
を
雇
用
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
酒
井

裕
香
、
飯
塚
淳
、
樋
口
政
和
の
各
博
士
が
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
で

活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
な

事
業
の
枠
組
か
？

こ
の
事
業（
私
立
大
学
戦
略
的
研
究
基
盤
形
成
支
援
事
業
）

は
、文
部
科
学
省
が
、「
大
学
の
経
営
戦
略
や
研
究
戦
略
に
基

づ
き
、各
大
学
が
特
色
を
生
か
し
た
研
究
を
実
施
す
る
」た
め
に

研
究
基
盤
の
形
成
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
平
成
二
十

年
度
か
ら
開
始
さ
れ
た
も
の
で
す
。平
成
二
十
年
度
は
全
国
で

九
十
八
件
の
事
業
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

成
蹊
大
学
理
工
学
部
で
は
、「
人
と
環
境
に
優
し
い
統
合
化

さ
れ
た
社
会
シ
ス
テ
ム
研
究
基
盤
整
備
」の
テ
ー
マ
名
で
申
請

し
、平
成
二
十
年
度
か
ら
平
成
二
十
四
年
度
ま
で
五
年
間
の
期

間
の
事
業
と
し
て
選
定
、補
助
金
を
受
給
し
て
い
ま
す
。本
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
は
理
工
学
部
の
各
学
科
か
ら
二
十
研
究
室
が
参
加

し
て
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
研
究
基
盤
が

形
成
さ
れ
る
の
か
？

研
究
基
盤
と
し
て
は
、
研
究
施
設
の
整
備
と
研
究
機
器
の
整

備
が
あ
り
ま
す
。
研
究
施
設
の
整
備
と
し
て
は
、
大
学
十
二
号

館
の
地
下
フ
ロ
ア
4
5
2
㎡
の
改
造
、
整
備
が
平
成
二
十
年
度

に
完
了
し
ま
し
た
。
現
在
研
究
室
と
し
て
使
用
が
開
始
さ
れ
て

い
ま
す
。
一
方
、
研
究
機
器
と
し
て
は
、
平
成
二
十
年
度
に
環

境
汚
染
物
質
計
測
用
P
T
R

M
S
（
写
真
①
）
お
よ
び
環
境

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
用
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
開
発
シ
ス
テ
ム
（
平
成
二
十
年

私立大学戦略的研究基盤形成支援事業

「人と環境に優しい社会システム」を目指し
理工学部20研究室がプロジェクトを進めます。

環
境
問
題
の
解
決
に

求
め
ら
れ
る
こ
と

二
十
一
世
紀
は
「
環
境
の
世
紀
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
環
境
問
題
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
マ
ス
コ
ミ
に
も

当
然
の
よ
う
に
環
境
問
題
に
関
す
る
報
道
が
行
わ
れ
、
環
境
問
題

へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
環
境
問
題
の
解
決
の
た
め
に
は
、

政
治
家
、
研
究
者
か
ら
一
般
市
民
ま
で
社
会
全
体
が
環
境
問
題
を

認
識
し
、
解
決
の
た
め
の
努
力
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

現
代
の
環
境
問
題
は
、
地
球
環
境
、
地
域
環
境
、
室
内
環
境
な

ど
環
境
問
題
の
範
囲
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の

環
境
問
題
が
独
立
に
存
在
す
る
の
で
は
な
く
、
原
因
、
結
果
が
複

雑
に
絡
ま
り
あ
う
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。
た
と

え
ば
、
あ
る
環
境
問
題
に
対
す
る
対
策
技
術
を
開
発
し
て
も
、
そ

れ
を
実
施
す
る
こ
と
が
新
た
な
環
境
問
題
を
生
み
出
す
こ
と
が
起

こ
り
え
ま
す
。
具
体
的
な
例
を
挙
げ
る
と
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
か
ら
バ

イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
を
製
造
す
る
場
合
、
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
は
も
と
も

と
大
気
中
の
C
O

2
が
変
化
し
た
も
の
で
す
か
ら
、ガ
ソ
リ
ン
と
違
っ

て
燃
焼
さ
せ
て
も
大
気
中
の
C
O

2
は
増
え
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、

地
球
温
暖
化
の
対
策
と
し
て
は
有
効
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
を
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
製
造
に
使
用
す
る
こ
と
で
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
の
価
格
を
暴
騰
さ
せ
食
糧
問
題
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
懸
念

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
エ
タ
ノ
ー
ル
の
よ
う
な
酸
素
を
含
む
燃
料

を
燃
焼
さ
せ
る
こ
と
で
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
と
い
う
厄
介
な
、
健
康

被
害
を
も
た
ら
す
可
能
性
の
あ
る
物
質
を
大
気
中
に
排
出
し
ま

す
。
あ
ち
ら
を
た
て
れ
ば
こ
ち
ら
立
た
ず
と
い
っ
た
、
拡
大
、
複

雑
化
し
た
「
環
境
問
題
」、
言
い
換
え
る
と
「
環
境
問
題
群
」

を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
何
ら
か
の
新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
、
あ

る
い
は
方
法
論
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て

何
を
目
指
す
の
か
？

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
標
は
、
右
の
よ
う
な
複
雑
化
し
た
環
境

問
題
「
群
」
を
解
決
す
る
た
め
の
方
法
を
創
出
、
確
立
す
る
こ

と
に
あ
り
ま
す
。
成
蹊
大
学
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、「
統
合
化
」

写真① 環境汚染物質計測用PTR‒MS

ユビキタスなソリューション

成
蹊
大
学
理
工
学
部
は
、
昨
年
二
〇
〇
八
年
度
に
文
部
科
学
省
の
補
助
金

「
私
立
大
学
戦
略
的
研
究
基
盤
形
成
支
援
事
業
」
に
採
択
さ
れ
、

〝
人
と
環
境
に
優
し
い
統
合
化
さ
れ
た
社
会
シ
ス
テ
ム
研
究
基
盤
整
備
〞を
テ
ー
マ
と
し
て
、

五
年
間
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
二
〇
〇
八
〜
二
〇
一
二
年
）
を
進
め
て
い
ま
す
。

研究代表
成蹊大学理工学部教授

山崎 章弘
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成蹊学園創立 100周年記念

「成蹊音楽祭」のテーマは『宇（いえ）は大なり』。
成蹊の「大家族主義」をあらわすこのテーマのとおり、「成蹊音楽祭」は

小学生から卒業生までの音楽団体が参加し、学園全体が一体となって行う音楽祭です。

第 3 回『成蹊音楽祭』開催
桃李の        人々 vol.23

インタビュー
卒業生ロングインタビュー

竹林　隆光
ゴルフクラブデザイナー

Takamitsu Takebayashi
日本オープンベストアマをはじめ、プレーヤーとして輝かしい実績を残しているほか、
数多くの画期的なゴルフクラブの開発者としても知られる竹林隆光さん。新聞やゴル
フ専門誌などの連載でもお馴染みです。小学校から大学まで成蹊学園で学ばれた当
時の思い出と、ゴルフクラブ開発にかける熱い思いを語っていただきました。

中
学
か
ら
野
球
部
に
所
属

ハ
ー
ド
な
練
習
に
没
頭

−小
学
校
か
ら
成
蹊
学
園
で
学
ば
れ
た
の
で
す
ね
。

竹
林
　
自
宅
が
吉
祥
寺
南
町
に
あ
り
、
四
歳
上

の
兄
も
通
っ
て
い
ま
し
た
。
両
親
が
成
蹊
学
園

の
教
育
方
針
に
共
感
を
抱
い
て
い
た
こ
と
か
ら
、

私
も
入
学
さ
せ
た
い
と
考
え
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。
一
貫
校
に
入
学
す
れ
ば
、
そ
の
後
の
受
験

で
苦
労
し
な
く
て
も
す
む
と
、
両
親
が
語
っ
て

い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
実
際
、
私
は
受
験
と

名
の
つ
く
も
の
を
、
小
学
校
受
験
以
外
で
は
、

自
動
車
免
許
と
ボ
ー
ト
免
許
の
試
験
し
か
受
け

た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
（
笑
）
。

−小
中
高
時
代
の
思
い
出
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

竹
林
　
小
学
校
一
年
か
ら
三
年
ま
で
担
任
だ
っ

た
伊
東
良
延
先
生
は
、
と
て
も
優
し
い
方
で
し

た
が
、
子
ど
も
た
ち
が
悪
い
こ
と
を
す
る
と
き
ち

ん
と
叱
る
方
で
も
あ
り
ま
し
た
。
い
た
ず
ら
好
き

だ
っ
た
私
は
、
音
楽
の
授
業
中
に
友
人
と
ふ
ざ

け
す
ぎ
て
、
お
尻
を
た
た
か
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
時
、
先
生
が
「
君
た
ち
も
痛
い
だ
ろ
う

が
、
叱
る
先
生
の
方
も
痛
い
の
だ
」
と
言
わ
れ
た

こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
今
な
ら
体
罰
と
い
う
こ

と
で
問
題
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
「
是
々

非
々
」
の
姿
勢
で
子
ど
も
と
接
す
る
こ
と
は
、
と

て
も
大
切
な
こ
と
だ
と
、
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

−

部
活
動
は
何
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
か
。

竹
林
　
中
学
か
ら
野
球
部
に
入
部
し
ま
し
た
。

友
人
に
誘
わ
れ
て
軽
い
気
持
ち
で
入
っ
た
の
で

す
が
、
い
っ
た
ん
始
め
る
と
熱
中
す
る
性
格
で
、

部
の
練
習
が
終
わ
っ
た
後
も
、
自
宅
で
自
主
的

に
練
習
を
重
ね
ま
し
た
。
負
け
ず
嫌
い
だ
っ
た

の
で
し
ょ
う
ね
。
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
内
野
手
で
、

高
校
で
は
、
さ
す
が
に
甲
子
園
が
狙
え
る
ほ
ど

の
レ
ベ
ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
都
大

会
の
上
位
ま
で
進
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
野
球
の
練
習
に
没
頭
す
る
あ
ま
り
、

勉
強
は
お
ろ
そ
か
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
兄
が

真
面
目
で
成
績
が
良
く
、
先
生
方
か
ら
「
お
兄

さ
ん
は
よ
く
勉
強
し
た
。
そ
れ
に
比
べ
て
君
は

…
…
」
と
比
較
さ
れ
る
の
が
嫌
で
仕
方
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
（
笑
）
。
と
く
に
数
学
が
苦
手

で
、
高
校
生
の
時
、
テ
ス
ト
で
0
点
を
と
っ
た
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
ま
ず
い
と
思
い
、
少

し
勉
強
し
た
の
で
す
が
、
次
の
テ
ス
ト
も
0
点
。

三
浦
信
一
先
生
に
呼
び
出
さ
れ
ま
し
た
。
当
然
、

怒
ら
れ
る
も
の
と
覚
悟
し
て
行
っ
た
の
で
す
が
、

先
生
は
「
前
回
の
0
点
よ
り
、
今
回
の
0
点
の

方
が
見
ど
こ
ろ
が
あ
る
。
解
答
の
内
容
が
よ
く
、

勉
強
し
た
後
が
う
か
が
え
る
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
こ
の
言
葉
は
い
い
励
み
に

な
り
ま
し
た
。
も
う
ち
ょ
っ
と
が
ん
ば
っ
て
み
よ

う
と
い
う
意
欲
が
生
ま
れ
、
少
し
ず
つ
点
数
が

と
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

「
家
族
ゴ
ル
フ
」
か
ら
ス
タ
ー
ト

三
カ
月
後
に
は
ハ
ー
フ
三
十
台
に

−

ゴ
ル
フ
を
始
め
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か

け
は
何
で
す
か
。

既
成
概
念
を
覆
す
よ
う
な

モ
ノ
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
つ
づ
け
て
い
き
た
い

出演団体

第
一
部

小学校 筝曲有志の会

小学校 和太鼓部

成蹊OB
成蹊グリークラブ
指揮：本学OB・グリークラブ所属　柏 陽一

保護者 成蹊コーラス
指揮：相澤 直人

小学校 ブラスバンド部

中学・高等学校 ウィンドオーケストラ（中高吹奏楽部）による
アンサンブル

休　憩

第
二
部

中学・高等学校 ストリング・オーケストラ
指揮：中高教諭　高倉 守

大学、
成蹊OB・OG

大学管弦楽団、OB・OGオーケストラ
指揮：髙井 優希

休　憩

第
三
部
成蹊OB・OG

コンパルサウンズジャズオーケストラ
OB・OGバンド

プログラム

開催日 2009 年 12 月 20日（日）
 13：00［開場 12：30］～（三部構成）
会　場 成蹊学園 本館大講堂

お問い合わせ先＞＞＞広報課：電話 （0422）37-3517
＊詳細は決定次第ＨＰなどでお知らせします。

　http://www.seikei.ac.jp

本音楽祭は在校生、卒業生、保護者、教職員、旧教職員、武蔵
野市在住・在勤・在学の方々を対象としています。事前申し込み
は不要ですので、皆さまお気軽にご来場ください。

招聘指揮者

1978年、東京都生まれ。東京
藝術大学作曲科を経て指揮科に
再入学。作曲を故・宍戸睦郎、野
田暉行、尾高惇忠の各氏に、指

揮を松尾葉子、鈴木織衛の各氏に師事。病気により指揮科中退をする
が、その後合唱指揮者として、ジャンルや年代を問わずさまざまな団体
の指揮、指導をしている。
現在、あい混声合唱団常任指揮者、アンサンブル桃花常任指揮者、東
洋大学混声合唱団常任指揮者、成蹊コーラス指揮者、リリカ・ルピス指揮
者、杉並オラトリオ指揮者、東京シティオペラ協会合唱団指揮者、女声合
唱団そよかぜ指揮者、ジュニアコーラス・フェアリーズ音楽監督、他、10余の
団体の常任、客演指揮に携わる。KEI音楽学院ソルフェージュ科講師。日
本合唱指揮者協会会員、同実行委員。かながわ合唱指揮者クラブ会員。

相
あいざわ

澤 直
な お と

人  氏

第3回となる今年、あらたにお迎えします

成蹊大学コンパルサウンズジャズオーケストラはまもなく創設50周
年を迎える長い歴史を持つ団体です。そのOB・OGバンドは卒業後4、
5年から還暦間近までの幅広い年代層のメンバーで構成されています。
今回成蹊音楽祭にご出演いただくOB・OGバンドはもっとも早くから
活動を始めたグループです。大人の味のある演奏をご期待ください。

コンパルサウンズジャズオーケストラ

1984年、東京都生まれ。成蹊小学校、中学
校、高等学校を経て、2007年、東京藝術大学
音楽学部指揮科首席卒業。アカンサス音楽賞

受賞。同12月、オペラ「白狐」（戸口純作曲）の世界初演を指揮、公演
を成功へと導いた。指揮をウルリッヒ・ヴィントフーア氏、田中良和氏に
師事。また、故・佐藤功太郎、小林研一郎、小田野宏之、松尾葉子、
故・エルヴィン・アッツェルの各氏の薫陶を受けた。東京室内歌劇場、
藤原歌劇団などで公演によって副指揮者を務めているほか、数多くの
オーケストラ、吹奏楽団、合唱団などの公演で客演している。ライプツィ
ヒ・メンデルスゾーン音楽演劇大学在籍中。国内外で今後の活躍が最
も期待されている若手指揮者の一人。

髙
た か い

井 優
ゆ う き

希  氏
（成蹊小学校～成蹊高等学校 2003 年卒業）

テーマ：「宇
い え

は大なり」
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竹林　隆光（たけばやし・たかみつ）
1949 年、東京都生まれ。成蹊小学校・中学校・高等学校を経て、1973 年、成蹊大学
法学部政治学科卒業。同年、ヨコオゴルフに入社し、その後、横尾製作所に入る。この
間、プレーヤーとして、香港オープンベストアマ（1975 年）、日本オープンベストアマ

（1977 年）、全国都道府県別対抗ゴルフ個人優勝（1983 年）などに輝く。1981 年、
㈱フォーティーンを設立。世界初の中空アイアンを開発するなど、斬新なアイデアで業
界をリードしている。新聞やゴルフ専門誌の連載のほか、『腕3 道具7 のクラブ術』（ゴマ
ブックス）、『上手なクラブ選び』（徳間書店）、『ゴルフクラブの真実』（学習研究社）など、
著書多数。

竹
林
　
最
初
は
「
家
族
ゴ
ル
フ
」
で
す
。
野
球

部
生
活
が
終
わ
っ
た
高
校
三
年
生
の
夏
休
み

に
、
ゴ
ル
フ
好
き
だ
っ
た
父
と
兄
に
連
れ
ら
れ
て
、

軽
井
沢
の
ゴ
ル
フ
場
に
行
き
ま
し
た
。
私
と
し

て
は
気
分
転
換
の
つ
も
り
で
、
見
学
し
て
い
れ

ば
い
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
ゴ
ル
フ
場
に

到
着
す
る
と
、
私
専
用
の
ゴ
ル
フ
セ
ッ
ト
が
用

意
し
て
あ
り
、
い
き
な
り
コ
ー
ス
を
回
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
す
。
父
に
し
て
み
れ
ば
ゴ
ル
フ
仲

間
を
作
り
た
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
ね
。
と
こ
ろ

が
、
キ
ャ
デ
ィ
ー
さ
ん
に
渡
さ
れ
た
ク
ラ
ブ
で
、

何
も
考
え
ず
に
打
っ
て
い
た
だ
け
な
の
で
す
が
、

最
初
の
ハ
ー
フ
を
五
十
一
打
で
回
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
野
球
の
試
合
で
も
、
打
席
で
空
振

り
す
る
と
、
相
手
チ
ー
ム
の
ベ
ン
チ
か
ら
「
ゴ
ル

フ
じ
ゃ
な
い
ん
だ
ぞ
」
と
野
次
ら
れ
て
い
た
ぐ

ら
い
で
す
か
ら
、
も
と
も
と
ア
ッ
パ
ー
ス
イ
ン
グ

で
ゴ
ル
フ
に
向
い
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん

（
笑
）
。
い
ず
れ
に
し
て
も
最
初
か
ら
好
ス
コ
ア

が
出
た
こ
と
に
気
を
よ
く
し
て
、
朝
晩
練
習
に

励
み
ま
し
た
。
自
宅
に
設
置
さ
れ
て
い
た
ネ
ッ

ト
に
向
か
っ
て
打
ち
込
ん
だ
ほ
か
、
練
習
場
に

も
通
い
、
三
か
月
後
に
は
ハ
ー
フ
三
十
台
の
ス
コ

ア
が
出
ま
し
た
。

−

相
当
な
猛
練
習
を
積
ま
れ
た
の
で
す
か
。

竹
林
　
野
球
で
も
、
う
ま
く
な
る
た
め
に
は
毎

日
練
習
す
る
の
が
当
た
り
前
で
す
。
野
球
部
の

監
督
か
ら
「
一
日
練
習
を
怠
る
と
、
そ
れ
を
取

り
返
す
に
は
三
日
の
練
習
が
必
要
に
な
る
」
と

指
導
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
意
識
が
染
み
つ
い
て

い
ま
し
た
か
ら
、
私
に
と
っ
て
は
ゴ
ル
フ
も
毎

日
練
習
す
る
の
が
当
然
と
い
っ
た
感
覚
で
し
た
。

竹
林
　
そ
れ
は
ま
っ
た
く
考
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

私
は
ジ
ャ
ン
ボ
尾
崎
選
手
と
四
回
、
同
じ
組
で

ラ
ウ
ン
ド
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
す
が
、
と
に
か

く
飛
距
離
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
テ
ィ
ー
シ
ョ
ッ

ト
か
ら
二
打
で
も
う
一
〇
〇
ヤ
ー
ド
も
置
い
て
い

か
れ
て
し
ま
う
。
組
み
合
わ
せ
が
一
緒
に
な
っ
て

挨
拶
に
行
く
と
「
何
だ
、
ま
た
ゴ
ロ
ベ
ー
ス
と
一

緒
か
」
と
か
ら
か
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
四

回
の
う
ち
一
回
は
私
の
ス
コ
ア
が
上
だ
っ
た
こ
と

も
あ
る
の
で
す
が
、
そ
れ
で
も
プ
ロ
の
世
界
は
次

元
が
違
う
と
い
う
こ
と
を
肌
身
で
感
じ
て
い
た

の
で
す
。
そ
れ
に
、
ア
ス
リ
ー
ト
と
し
て
よ
り
も
、

ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
設
計
者
と
し
て
ゴ
ル
フ
と
関
わ
っ

て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
も
生
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

も
と
も
と
私
は
、
小
学
生
の
頃
か
ら
モ
ノ
づ
く
り

の
世
界
に
憧
れ
が
あ
り
、
自
宅
の
庭
木
を
剪
定

す
る
職
人
や
、
近
所
の
和
竿
職
人
の
技
を
日
が

な
一
日
眺
め
て
い
る
よ
う
な
少
年
で
し
た
。
そ
こ

で
、
三
十
一
歳
の
時
に
一
念
発
起
し
て
、
横
尾
製

作
所
を
退
職
し
、
自
ら
の
手
で
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
開

発
会
社
を
設
立
し
た
の
で
す
。

異
分
野
に
も
興
味
を
持
つ
こ
と
の

大
切
さ
を
学
ん
だ
大
学
時
代

−

こ
れ
ま
で
の
経
歴
の
中
で
、
成
蹊
学
園
で

学
ん
だ
こ
と
が
役
立
っ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

竹
林
　
大
学
時
代
、
宇
野
重
昭
先
生
の
『
国
際

政
治
論
』
の
授
業
で
「
こ
の
講
義
は
君
た
ち
を

政
治
家
に
す
る
た
め
に
開
講
さ
れ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。
君
た
ち
の
視
野
を
広
げ
る
こ
と
こ

そ
が
目
的
だ
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
強
烈
に
印

し
よ
う
と
、
お
前
の
勝
手
だ
」
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
ゴ
ル
フ
部
の
活
動
に
没
頭
し
た

こ
と
も
あ
っ
て
、
卒
業
試
験
を
受
け
に
い
っ
た
と

こ
ろ
、
私
の
席
が
あ
り
ま
せ
ん
。
驚
い
て
先
生
に

聞
く
と
「
出
席
日
数
が
不
足
し
て
い
る
の
で
、
試

験
を
受
け
る
資
格
が
な
い
。
つ
ま
り
留
年
だ
ね
」

と
（
笑
）
。
最
初
の
約
束
で
両
親
に
学
費
を
出
し

て
も
ら
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
か
ら
、
五
年
目

は
授
業
に
出
席
し
な
が
ら
、
夜
は
ゴ
ル
フ
シ
ョ
ッ

プ
の
店
員
、
長
期
休
暇
中
夏
休
み
は
ゴ
ル
フ
場

に
住
み
込
ん
で
キ
ャ
デ
ィ
ー
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
し

ま
し
た
。
そ
の
ア
ル
バ
イ
ト
先
の
一
つ
が
ヨ
コ
オ

ゴ
ル
フ
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
シ
ョ
ッ
プ
で
、
そ
の

ま
ま
就
職
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

−

入
社
後
も
ゴ
ル
フ
大
会
に
出
場
さ
れ
て
い

ま
す
ね
。

竹
林
　
え
え
。
入
社
し
て
二
年
後
に
は
、
会
社

に
退
職
願
い
を
提
出
し
て
、
ア
ジ
ア
サ
ー
キ
ッ

ト
に
本
格
的
に
参
戦
。
香
港
オ
ー
プ
ン
で
ベ
ス

ト
ア
マ
に
な
り
ま
し
た
。
帰
国
後
、
当
然
解
雇

さ
れ
る
と
覚
悟
し
て
い
た
の
で
す
が
、
会
社
側

で
は
逆
に
、
そ
の
経
歴
を
生
か
し
て
、
ク
ラ
ブ

開
発
を
担
当
さ
せ
よ
う
と
い
う
話
が
進
ん
で
お

り
、
親
会
社
の
横
尾
製
作
所
に
移
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
後
も
、
業
務
と
並
行
し
て
、

三
か
月
に
二
試
合
ほ
ど
の
ペ
ー
ス
で
出
場
し
、

一
九
七
七
年
の
日
本
オ
ー
プ
ン
で
は
念
願
の
ベ

ス
ト
ア
マ
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

−

こ
れ
だ
け
の
実
績
を
収
め
ら
れ
た
の
で
す

か
ら
、
プ
ロ
に
な
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
も

あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
す
か
。

大
学
時
代
は
ゴ
ル
フ
部
で

キ
ャ
プ
テ
ン
を
務
め
る

−

す
る
と
、
大
学
で
は
す
ぐ
に
ゴ
ル
フ
部
に

入
部
さ
れ
た
の
で
す
か
。

竹
林
　
最
初
は
野
球
部
に
勧
誘
さ
れ
ま
し
た
。

毎
日
、
帰
宅
す
る
と
、
家
の
前
に
野
球
部
の
先

輩
が
待
っ
て
い
る
よ
う
な
状
態
で
し
た
（
笑
）
。

で
も
、
も
う
野
球
は
や
り
た
く
な
い
と
考
え
て

い
た
の
で
…
…
。

−

そ
れ
は
な
ぜ
で
す
か
。

竹
林
　
野
球
は
団
体
競
技
で
す
か
ら
、
お
互
い

に
カ
バ
ー
し
あ
う
気
持
ち
を
大
切
に
す
る
の
は

い
い
の
で
す
が
、
個
々
人
の
意
識
と
し
て
は
、

失
敗
し
た
場
合
は
相
応
の
風
当
た
り
を
受
け
る

こ
と
も
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

け
れ
ど
も
、
成
蹊
学
園
の
野
球
部
で
は
、
誰
か

が
エ
ラ
ー
し
て
も
「
ド
ン
マ
イ
」
と
い
う
感
じ

で
、
何
事
も
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
終
わ
っ
て

し
ま
う
。
今
で
は
そ
れ
が
成
蹊
人
の
良
さ
だ
と

思
い
ま
す
し
、
大
好
き
な
気
質
で
も
あ
る
の
で

す
が
、
当
時
は
そ
う
し
た
緩
い
雰
囲
気
が
許
せ

ず
、
失
敗
し
た
ら
す
べ
て
の
責
任
が
自
分
に
降

り
か
か
っ
て
く
る
個
人
競
技
の
世
界
に
魅
力
を

感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。
そ
こ

で
、
野
球
部
か
ら
の
勧
誘
を
振
り
切
っ
て
、
ゴ

ル
フ
部
入
部
の
意
志
を
貫
き
通
し
ま
し
た
。

−

ゴ
ル
フ
部
の
活
動
で
印
象
に
残
っ
て
い
る

こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

竹
林
　
そ
れ
ま
で
あ
ま
り
厳
し
い
練
習
は
し
て

い
な
い
部
だ
っ
た
の
で
す
が
、
私
が
大
学
三
年

象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
降
、
で
き
る
だ

け
専
門
以
外
の
分
野
に
も
幅
広
く
興
味
を
持
っ

て
、
自
分
の
幅
を
広
げ
る
よ
う
に
心
が
け
て
き

た
つ
も
り
で
す
。
ク
ラ
ブ
開
発
の
現
場
で
は
、

職
人
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
、
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
人
々
の
意
見
に
耳
を
傾
け

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
文
系
出
身
の
私
が
、
技

術
者
を
含
む
多
様
な
人
た
ち
と
比
較
的
ス
ム
ー

ズ
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
が
で

き
た
の
は
、
宇
野
先
生
の
一
言
を
き
っ
か
け
と

し
て
、
異
分
野
に
も
興
味
を
持
つ
姿
勢
が
身
に

つ
い
て
い
た
お
か
げ
だ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

−

こ
れ
ま
で
数
多
く
の
画
期
的
な
ゴ
ル
フ
ク

ラ
ブ
を
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ご
自
身
に

と
っ
て
会
心
の
ク
ラ
ブ
は
あ
り
ま
す
か
。

竹
林
　
最
も
う
れ
し
か
っ
た
の
は
、
世
界
で
初

め
て
開
発
し
た
中
空
ア
イ
ア
ン
を
日
米
の
ト
ッ

プ
プ
ロ
が
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
使
っ
て
く
れ
た
こ
と

で
す
ね
。
ア
マ
仕
様
で
開
発
し
た
ア
イ
ア
ン
な
の

で
す
が
、
そ
れ
を
思
い
が
け
ず
プ
ロ
が
評
価
し
て

く
れ
た
わ
け
で
、
職
人
冥
利
に
つ
き
ま
す
。
も
っ

と
も
、
ク
ラ
ブ
開
発
に
終
着
点
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ど
ん
な
に
優
れ
た
ク
ラ
ブ
で
も
必
ず
反
省
す
べ

生
の
途
中
か
ら
キ
ャ
プ
テ
ン
に
就
任
し
て
以
降
、

朝
練
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
合
宿
な
ど
を
導
入
し
ま

し
た
。
高
校
時
代
の
野
球
部
の
よ
う
な
勢
い
で
、

部
員
に
ハ
ー
ド
な
練
習
を
課
し
ま
し
た
。
合
宿

の
時
に
は
、
一
年
生
の
女
性
部
員
が
「
つ
ら
く

て
帰
り
た
い
」
と
、
し
く
し
く
泣
き
だ
し
た
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
一
人
泣
く
と
、
女
子
が
次
々

に
涙
ぐ
ん
で
…
…
。
後
輩
に
は
ず
い
ぶ
ん
恐
が

ら
れ
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
（
笑
）
。

　
実
は
、
中
学
の
野
球
部
で
も
キ
ャ
プ
テ
ン
を

務
め
て
い
ま
し
た
。
そ
の
頃
の
私
は
「
少
数
精

鋭
主
義
」
で
、
優
秀
な
エ
ー
ス
が
い
た
の
で
、
控

え
投
手
を
鍛
え
る
必
要
な
ん
て
な
い
と
考
え
て

い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
重
要
な
試
合
の
際
に

エ
ー
ス
が
故
障
し
、
大
差
で
負
け
て
し
ま
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
以
降
、
全
体
の
底
上
げ

を
図
る
こ
と
が
チ
ー
ム
力
向
上
に
不
可
欠
で
あ

る
と
い
う
意
識
が
強
ま
っ
て
お
り
、
ゴ
ル
フ
部
で

も
全
員
に
厳
し
い
練
習
を
課
し
た
わ
け
で
す
。

　
ま
た
、
月
一
〜
二
回
、
部
員
全
員
で
ゴ
ル
フ
場

に
キ
ャ
デ
ィ
ー
の
ア
ル
バ
イ
ト
に
行
っ
た
こ
と
も

な
つ
か
し
い
思
い
出
で
す
。
ア
ル
バ
イ
ト
料
は
部

費
に
当
て
る
と
と
も
に
、
ア
ル
バ
イ
ト
が
終
わ
っ

た
後
、
一
回
無
料
で
プ
レ
イ
さ
せ
て
も
ら
え
る
の

も
楽
し
み
で
し
た
。

ジ
ャ
ン
ボ
尾
崎
選
手
の

圧
倒
的
な
飛
距
離
に
驚
嘆

−

経
歴
を
生
か
し
て
、
卒
業
後
は
ゴ
ル
フ
ラ

ブ
メ
ー
カ
ー
に
入
社
さ
れ
た
の
で
す
ね
。

竹
林
　
大
学
入
学
に
際
し
て
、
両
親
か
ら
言
わ

れ
た
の
は
「
四
年
間
の
学
費
は
出
す
。
後
は
何
を

き
点
が
あ
り
、
そ
の
課
題
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
が

次
の
ク
ラ
ブ
開
発
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
そ

こ
が
面
白
い
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

−

今
後
、
開
発
を
め
ざ
し
た
い
と
考
え
て
い

る
ク
ラ
ブ
は
あ
り
ま
す
か
。

竹
林
　
ウ
ッ
ド
と
ア
イ
ア
ン
を
ま
っ
た
く
の
別

物
と
見
な
す
の
で
は
な
く
、
徐
々
に
形
状
が
変

化
し
て
い
き
、
全
体
と
し
て
の
統
一
性
、
整
合
性

が
持
た
せ
ら
れ
る
よ
う
な
、
い
わ
ば
リ
ニ
ア
な

ゴ
ル
フ
セ
ッ
ト
の
完
成
が
目
標
で
す
。
そ
う
し

た
従
来
の
既
成
概
念
を
覆
す
よ
う
な
モ
ノ
づ
く

り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
つ
づ
け
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

−

最
後
に
、
後
輩
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願

い
し
ま
す
。

竹
林
　
学
生
時
代
は
か
け
が
え
の
な
い
瞬
間
で

す
。
ダ
ラ
ダ
ラ
と
過
ご
す
の
で
は
な
く
、
勉
強

は
も
ち
ろ
ん
、
ク
ラ
ブ
活
動
や
、
遊
び
で
も
い

い
か
ら
、
自
分
が
興
味
を
持
っ
た
こ
と
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
で
す
ね
。
大
学
で
学
ん

だ
こ
と
が
社
会
で
す
ぐ
に
生
か
せ
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
必
ず
何
ら
か
の
教
え
が
根
づ

い
て
お
り
、
将
来
、
悩
み
を
抱
え
た
時
に
、
ふ

と
思
い
出
す
こ
と
で
、
壁
を
乗
り
越
え
る
糧
に

な
っ
て
く
れ
ま
す
。
私
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
が

視
野
を
広
げ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
教
え
て
く
れ

た
国
際
政
治
論
の
授
業
で
し
た
。
そ
れ
に
、
一

生
懸
命
が
ん
ば
っ
て
い
れ
ば
、
自
然
と
周
囲
に

も
同
じ
よ
う
に
が
ん
ば
っ
て
い
る
仲
間
が
集
ま

り
、
特
別
な
関
係
が
生
ま
れ
ま
す
。
そ
ん
な
友

人
た
ち
と
は
今
で
も
交
流
が
続
い
て
お
り
、
彼

ら
の
活
躍
ぶ
り
が
励
み
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
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成蹊小学校のみなさんをはじめ、
多くの方の支援に感謝

　また私たちは靴を届けると同時に、靴を履くことの重要性を伝え
る紙芝居をしました。小さな子どもたちは一度ですべてを理解する
のはなかなか難しいと思い
ます。今後校長先生に紙
芝居を定期的に読んでい
ただき、靴を履くことが習
慣化され、ゴミ山で怪我を
する子どもが一人でも少な
くなってほしいと思います。
　「カンボジアに靴を送る
プロジェクト」は私たちだけ
では実現できなかったと思
います。成蹊小学校の皆
さん、先生方、その他多く
の方々のご協力に感謝し
ています。

耳
で
確
認
し
ま
す
。
第
二
段
階
で
は
、
手
続
き
全
体
を
一
覧
表

に
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
教
材
で
、
文
字
情
報
に
よ
り
も
う
一
度
手

続
き
の
全
体
を
確
認
さ
せ
ま
す
。
第
三
段
階
で
、
教
科
書
と
オ

リ
ジ
ナ
ル
プ
リ
ン
ト
教
材
を
使
用
し
て
、
や
や
詳
し
い
内
容
の

講
義
を
し
ま
す
。
ま
た
こ
の
段
階
で
は
、
あ
る
程
度
学
習
経
験

の
あ
る
学
生
を
退
屈
さ
せ
な
い
た
め
に
問
題
演
習
を
必
ず
す

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
問
題
演
習
は
学
習
経
験
の
ま
っ

た
く
な
い
学
生
に
も
、
習
っ
た
知
識
が
ど
の
よ
う
に
問
題
と
し

て
出
題
さ
れ
る
か
と
い
う
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
に
役
立
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。
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民
事
訴
訟
法
と
は

「
大
学
の
講
義
で
社
会
に
出
て
か
ら
役
に
立
っ
た
の
は
、

『
民
法
』
の
講
義
だ
け
だ
」
。
こ
れ
は
私
の
知
り
合
い
の
方

（
商
学
部
出
身
）
の
言
葉
で
す
。
法
律
と
い
う
も
の
は
知
っ
て

い
れ
ば
知
っ
て
い
る
な
り
に
役
に
立
つ
も
の
な
の
で
す
。
そ
し

て
社
会
人
で
あ
れ
ば
、「
憲
法
」「
民
法
」「
刑
法
」
な
ど
の

法
律
の
内
容
に
つ
い
て
も
少
し
は
知
っ
て
い
る
も
の
な
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
「
民
事
訴
訟
法
」
と
い
う
法
律
の
名
前
を
聞
い
た

こ
と
が
あ
る
人
は
あ
ま
り
い
な
い
よ
う
で
す
。

そ
れ
で
は
「
民
事
訴
訟
法
」
と
い
う
法
律
は
、
大
し
て
重
要

な
法
律
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

も
し
か
し
た
ら
重
要
な
法
律
を
あ
ら
わ
す
言
葉
と
し
て

「
六
法
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
人
は
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
実
は
「
民
事
訴
訟
法
」
は
、
こ
の
「
六
法
」
の

う
ち
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
る
重
要
な
基
本
法
な
の
で
す
。

な
ぜ
、
こ
の
よ
う
に
重
要
な
法
律
で
あ
る
「
民
事
訴
訟
法
」

が
、
一
般
に
な
じ
み
が
薄
い
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
「
民
事

訴
訟
法
」
が
裁
判
所
で
の
手
続
き
に
つ
い
て
規
律
す
る
法
律
で

あ
り
、
実
際
に
訴
訟
に
関
わ
ら
な
け
れ
ば
、
知
ら
な
く
て
も
社

会
生
活
上
ま
っ
た
く
問
題
が
な
い
か
ら
な
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
法
科
大
学
院
の
学
生
に
と
っ
て
は
新
司
法
試

験
の
必
須
科
目
な
の
で
、
い
や
で
も
「
民
事
訴
訟
法
」
を
勉
強

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

民
事
訴
訟
法
学
習
上
の
苦
労

「
努
力
は
裏
切
ら
な
い
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
法
律

学
の
勉
強
に
お
い
て
も
こ
の
言
葉
は
あ
て
は
ま
り
ま
す
。
と
こ

ろ
が
「
民
事
訴
訟
法
」
の
勉
強
に
つ
い
て
は
、「
努
力
が
裏
切

る
」
と
い
う
こ
と
が
結
構
あ
る
の
で
す
。
同
じ
よ
う
に
努
力
し

て
も
「
民
事
訴
訟
法
」
が
わ
か
る
よ
う
に
な
る
学
生
と
、
な
か

な
か
わ
か
る
よ
う
に
な
ら
な
い
学
生
と
が
い
る
の
で
す
。「
民

事
訴
訟
法
」
は
裁
判
所
で
の
手
続
き
に
つ
い
て
色
々
定
め
て
い

る
法
律
で
す
か
ら
、
裁
判
所
の
法
廷
で
実
地
に
習
う
の
が
一
番

効
率
的
な
は
ず
で
す
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
が
で
き
な
い
た
め
、
教

室
で
座
学
を
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
わ
け
で
す
。
そ

の
た
め
に
、
直
感
的
に
法
廷
で
の
様
子
を
想
像
し
な
が
ら
勉

強
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
普
通
の
学
生
に
対
し
て
、「
民
事
訴

訟
法
」
を
教
え
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
す
。
ま
た
法
科
大
学
院

に
お
い
て
は
、
学
生
の
入
学
ま
で
の
民
事
訴
訟
法
の
学
習
経

験
が
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
レ
ベ
ル
の
違
う
者
を
同
じ
ク
ラ
ス
で

教
え
る
と
い
う
難
し
さ
も
あ
り
ま
す
。

民
事
訴
訟
法
教
育
の
工
夫

私
の
講
義
で
は
、
な
る
べ
く
具
体
的
な
民
事
訴
訟
手
続
き

を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
に
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
、
法
科
大
学
院
で
の
最
初
の
講
義
で
あ
る
「
民
事
訴
訟
法

Ⅰ
」
で
は
、
三
つ
の
段
階
に
分
け
て
教
え
て
い
ま
す
。
第
一
段

階
で
は
、
ビ
デ
オ
教
材
で
民
事
訴
訟
手
続
き
の
全
体
を
目
と

北海道大学法学部卒業。名古屋大学法学研究科中退。関東
学院大学経済学部講師、中央大学総合政策学部講師、同助教
授、成蹊大学法学部教授を経て、成蹊法科大学院創設以降現職
（2009年度より研究科長）。中央法科大学院兼任講師、慶應法
科大学院非常勤講師。中央大学在職中にチュレーンロースクール
（アメリカ合衆国）客員教授を経験。日本民事訴訟法学会、日本
私法学会、日米法学会会員。

成蹊
教育の

成蹊の“学び”を
レポート
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法科
大学院

法科大学院における
民事訴訟法教育について

成蹊大学法科大学院　教授
萩
は ぎ ざ わ

澤 達
た つ ひ こ

彦
民事訴訟法、民事執行・保全法、倒産処理法

この科目の履修者には1年生（未修者）、2年生（既修者）、再履修者の各グループがある。
民事訴訟法の学習経験はグループにより異なるが、一番学習経験が少ない1年生（未修者）グループの健闘が目立った。

教室の前に並べられた靴 靴に名前を書いている 校庭で遊ぶ子どもたち

紙芝居

【2007年度民事訴訟法ⅠA・B期末試験得点のグループ別得点分布グラフ】

自分たちのしていることは良いことなのか？
正直、迷いがあった

　今回実際にカンボジアへ行き、子どもたちに直接靴を渡せたこ
とはとても良い経験になりました。昨年ゴミ山を訪れた際に感じた
靴の必要性から、靴を送ることを決めたものの、物資支援に対す
る批判などもあり、靴を送ることが本当に良いことなのか、現地の
人々にとって本当に必要なことなのかという迷いが出てきました。
　貧しい生活の中では送った靴を売ってしまう可能性があり、子ど
もたちを危険から守るためには役立たないかもしれない。靴を受け
取った子どもたちの危険は減らすことができたとしても、一時的に
危険を減らすだけでは意味がないのではないか？ さまざまな迷い
や不安がありましたが、「何もしなければ、何も変わらない」という思
いから、靴を送ることを決意しました。
　しかし、ただ靴を送っただけではあまり意味がなかったと思います。私
たち自身が自分たちの活動に自信を持てるのは、実際に行き、子ども

「成蹊大学社会活動支援奨学金」とは、学生の社会性の向上と

人格形成の促進に寄与することを目的として、社会貢献、地域貢献に関する活動、

学術的な調査研究活動を行なった学生・団体に奨学金を給付する制度です。

今年度受給が決定した教員と学生による団体、W.W.C.Dの活動を紹介します。

「オークン！（ありがとう）」と言う子どもたちの笑顔、
靴を履いて走る姿に勇気づけられました

クローズアップ
2009年度 成蹊大学社会活動支援奨学金

ゴ
ミ
山
を
裸
足
で
歩
く
子
ど
も
た
ち

　
私
た
ち
は
二
〇
〇
八
年
九
月
に
カ
ン
ボ
ジ
ア

に
お
け
る
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
で
プ
ノ
ン
ペ
ン
に

あ
る
ゴ
ミ
山
を
訪
れ
ま
し
た
。
そ
の
際
、
衝
撃

を
受
け
た
の
が
ゴ
ミ
山
を
裸
足
で
歩
く
子
ど
も

達
の
姿
で
し
た
。

　
ゴ
ミ
山
に
は
ガ
ラ
ス
の
破
片
や
使
用
済
み
の

注
射
針
な
ど
が
仕
分
け
さ
れ
る
こ
と
な
く
捨
て

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
危
険
物
で
怪
我
を

す
れ
ば
、
衛
生
状
態
の
悪
い
ゴ
ミ
山
で
は
傷
口

か
ら
菌
が
入
り
、
感
染
症
に
か
か
る
な
ど
重
症

化
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
危
険
な
状
況
を
目

の
当
た
り
に
し
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
な

い
か
と
思
い
、
帰
国
後
、
ゴ
ミ
山
の
子
ど
も
た

ち
に
靴
を
送
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

成
蹊
小
学
校
か
ら
集
ま
っ
た

た
く
さ
ん
の
靴

　
私
た
ち
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
送
る
靴
と
し
て
選
ん

だ
の
が
、
履
か
な
く
な
っ
た
子
ど
も
用
の
運
動
靴

で
す
。
な
ぜ
新
し
い
も
の
で
は
な
く
、
履
か
な
く

な
っ
た
靴
な
の
か
？ 

そ
れ
は
靴
の
寄
付
を
お
願

い
す
る
こ
と
で
、
一
人
で
も
多
く
の
方
に
ゴ
ミ
山

の
現
状
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
か
っ
た
か
ら
で

す
。
成
蹊
小
学
校
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
合

計
五
九
二
足
と
い
う
沢
山
の
靴
を
ご
寄
付
い
た
だ

き
、
そ
の
う
ち
約
二
〇
〇
足
を
八
月
に
社
会
活
動

支
援
奨
学
金
を
利
用
し
て
送
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
し
て
九
月
に
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
た
め

現
地
を
訪
問
し
、
残
り
の
靴
を
届
け
、
子
ど
も
た

ち
と
交
流
し
て
き
ま
し
た
。

学生
参加記

たちに直接渡し、靴を履くことの大切さを伝えられたからだと思います。
　靴を履き「オークン（ありがとう）」と言ってもらえた時は本当に嬉し
く、子どもたちの嬉しそうな笑顔や靴を履いて走り回る姿を見たこと
でこれまでの迷いがなくなりました。

カ
ン
ボ
ジ
ア
に

靴
を
送
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

W.W.C.D 代表
文学部 3 年　安田 沙織さん
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オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が
行
わ
れ
ま
し
た

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が
八
月
一
日（
土
）・
二
日（
日
）、
九

月
十
三
日（
土
）・
十
四
日（
日
）の
四
日
間
に
渡
り
開
催

さ
れ
、
学
部
別
の
体
験
講
義
や
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
入
試

相
談
会
や
在
学
生
に

よ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
見

学
ツ
ア
ー
と
い
っ
た

多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
初

日
に
は
過
去
最
高
の

来
場
者
数
を
記
録
す

る
な
ど
、
大
盛
況
で

し
た
。

二
〇
〇
九
年
度
　
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学

ペ
ン
ブ
ル
ッ
ク
劇
団
公
演
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

九
月
十
九
日
（
土
）
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
ペ
ン
ブ
ル
ッ

ク
劇
団
に
よ
る
『
T
H
E 

T
E
M
P
E
S
T
』
公
演
が

四
号
館
ホ
ー
ル
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
ペ
ン

ブ
ル
ッ
ク
劇
団
は
ケ

ン
ブ
リ
ッ
ジ
の
学
生

劇
団
の
中
で
も
っ
と

も
活
発
に
活
動
し
て

い
る
団
体
で
、
本
学

で
は
今
年
で
三
回
目

の
公
演
に
な
り
ま
す
。

公
演
当
日
は
多
く
の

聴
衆
が
訪
れ
、
迫
真

の
演
技
に
会
場
か
ら

盛
大
な
拍
手
が
お
く

ら
れ
ま
し
た
。

成
蹊
会
振
興
助
成
金
（
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
）

贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

大
学
の
体
育
会
と
文
化
会
に
所
属
す
る
在
学
生
の
活
躍

を
期
待
し
、
成
蹊
会
（
卒
業
生
団
体
）
か
ら
毎
年
「
ス

ポ
ー
ツ
振
興
助
成
金
」
と
「
文
化
振
興
助
成
金
」
を
贈

呈
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
六
月
二
十
九
日
（
月
）
学
園
史
料
館
二
階

研
修
室
で
行
わ
れ
、
九
団
体
（
後
述
）
に
対
し
「
ス

ポ
ー
ツ
振
興
助
成
金
」
が
成
蹊
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
委
員

会
の
西
川
廣
委
員
長
（
政
経
十
八
回
卒
）
よ
り
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。
西
川
委
員
長
か
ら
は
、
母
校
の
ク
ラ
ブ
活

動
に
対
す
る
卒
業
生
の
熱
い
期
待
が
伝
え
ら
れ
る
と
と

も
に
、
四
大
学
運
動
競
技
大
会
の
活
躍
を
祈
念
し
た
激

励
が
あ
り
ま
し
た
。
本
年
も
四
大
学
運
動
競
技
大
会

「
一
般
種
目
」
の
飛
躍
に
期
待
し
、
体
育
会
本
部
に
も

助
成
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
「
文
化
振
興
助
成
金
」
も
三
団
体
（
後
述
）

に
贈
呈
さ
れ
て
い
ま
す
。

成
蹊
会
で
は
、
卒
業
生
か
ら
の
会
費
収
入
を
原
資
と

し
て
母
校
支
援
の
た
め
の
各
種
活
動
（
育
英
奨
学
、
学

術
・
教
育
助
成
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
、
国
際
交
流
、
文
化

振
興
の
各
事
業
）
を
行
っ
て
お
り
、
こ
の
助
成
も
そ
の

一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

◆
ス
ポ
ー
ツ
振
興
助
成
金
（
総
額
七
十
五
万
円
）

漕
艇
部
／
馬
術
部
／
ヨ
ッ
ト
部
／
硬
式
野
球
部
／
軟
式

野
球
部
／
蹴
球
部
／
合
氣
道
部
／
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ

部
／
体
育
会
本
部

◆
体
育
会
イ
ベ
ン
ト
助
成

（
総
額
十
五
万
円
）

学
内
陸
上
／
レ
ガ
ッ
タ

◆
文
化
振
興
助
成
金

（
総
額
三
十
五
万
円
）

文
化
会
本
部
／
欅
祭
本

部
／
新
聞
会

大学の近況

学園の“いま”をお知らせします。

修了者数 法務研究科 5名

卒業者数

経済学部 5名

文学部 6名

法学部 10名

平
成
二
十
年
度
　
新
司
法
試
験

本
学
か
ら
十
四
名
が
合
格

九
月
十
日
（
木
）
、
法
務
省
よ
り
第
4
回
「
新
司
法

試
験
」
の
結
果
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

本
学
法
務
研
究
科
（
法
科
大
学
院
）
よ
り
六
十
八
名

が
同
試
験
を
受
験
し
、
そ
の
結
果
、
短
答
式
試
験
の
合

格
に
必
要
な
成
績
を
得
た
の
は
四
十
六
名
、
論
述
式
試

験
を
経
て
最
終
的
に
合
格
し
た
の
は
十
四
名
（
内
訳
／

既
修
九
名
、
未
修
五
名
）
で
し
た
。
合
格
し
た
方
に
は

心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

法
務
省
の
発
表
に
よ
る
と
、
全
国
で
の
総
受
験
者
数

は
七
千
三
百
九
十
二
名
、
最
終
合
格
者
は
二
千
四
十
三

名
で
、
今
回
の
新
司
法
試
験
全
体
の
合
格
率
は

二
十
七
・
六
％
で
し
た
。

二
〇
〇
九
度
　
学
位
授
与
式

二
〇
〇
九
年
度
学
位
授
与
式
（
九
月
卒
業
）
が
九

月
二
十
六
日
（
土
）
本
館
大
講
堂
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

十
八
名
が
出
席
し
、
和
や
か
に
式
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

修
了
者
・
卒
業
者
数
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

●学内陸上競技大会
6月2日（土）
晴天のもと、多くの学生・教職員の参加を得て、
楽しい大会となりました。

2009年度　後期公開講座のご案内

卒業生の皆さまへ 
大学入試願書無料配付のお知らせ

成蹊大学では、年2回公開講座を開催しています。1回のみの受講もできます。
どなたでもご参加いただけますので、ぜひお出かけください。

2009年度後期公開講座
「教養の扉:桃李成蹊の真髄を学ぶ」

第1回
11月7日（土）

科学的な考え方
～最先端研究から日常のヒントまで～
坪村 太郎（理工学部教授）

第2回 
11月14日（土）

スポーツにおける効果的な視線の使い方
～一流選手はどこを見ているのか～
境 広志（法学部教授）

第 3回 
12月5日（土）

『ウェストサイド物語』における民族・人種の表象
～なぜプエルトリコの女たちは『アメリカにいたい』のか～
日比野 啓（文学部准教授）

第 4回 
12月12日（土）

スポーツと人・地域・学校
～スポーツを通して学べるもの～
鈴木 滋（経済学部教授）

受　講　方　法 ： 申込不要。
  当日直接会場へお越しください。（無料）

お問い合わせ先 ： 企画運営課　
  電話：0422-37-3535　FAX：0422-37-3883
  e-mail kouza@jim.seikei.ac.jp
  URL http://www.seikei.ac.jp/university/

合 格 者 の 声

秋山 太一さん

私が本学の法科大学院を選んだ理由は、①実家から近くであること、
② 24 時間利用できること③少人数制であることの 3点です。
①の実家から近かったというのはラッキーにすぎないのですが、その
ため②本学を充分に活用し、勉強することができました。
しかし、なんといっても大きなメリットは③です。共に勉強した仲間
はいい意味でライバルであり、共に戦う戦友でもあります。ときには羽
目をはずすこともありましたが、ゼミで朝まで法律の議論をしたことも
しばしばです。新司法試験は二度目の挑戦でしたが、先に合格した友
人は合格の報告を我が身のように喜んでくれました。
また少人数であることから、先生方、事務の方も学生に親身に接し
ていただけました。廊下でお会いした時にかけていただいた一言で、勇
気づけられたことが何度もありました。
授業でも少人数の特質を生かし活発な議論がなされました。特に力
になったのは、先生方に受け持っていただいた演習などのゼミです。研
究者の先生のゼミでは法律の学問としての知的探求心が刺激され、ま
た実務家の先生のゼミでは実務感覚を身につけることができました。
そういった意味で本学の学問と実務の架橋教育は成功しているのだと
思います。
皆さまの支えなくして私の司法試験合格はありえませんでした。本当
にありがとうございました。

少人数制の指導で
確かな実務感覚を身につけられました。

成蹊大学法科大学院
2006 年度入学
法学既修者

6月25日（木）、
戸田オリンピックボートコースを会場に、今年も熱戦が繰り広げられました。

学内競漕大会「成蹊レガッタ」

１ 願書請求方法：電話、FAX、メールまたは郵便にて
①氏名　②住所※　③電話番号
④最終卒業校（大学は学部）⑤卒業年
⑥必要部数　を成蹊会までご連絡ください。
※ 郵送先は成蹊会登録の住所となります。

電話：0422-51-2244　FAX：0422-54-6766
e-mail seikeikai@jim.seikei.ac.jp
社団法人成蹊会　大学入試願書無料送付係　宛

２ 受 付 期 限 ：平成22年1月18日（月）
３ お問い合わせ先：成蹊大学入試センター　電話：0422-37-3533

書店等で販売中の2010（平成22）年度成蹊大学一般入学試験要項（願書）を、
卒業生に無料でお送りいたします。下記の方法でお申込ください。

会　場  8号館101室（各日共通）

時　間  13時30分～15時30分（各日共通）

＜申込先＞
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ン
ス
と
ク
ラ
ス
対
抗
で
競
う
ダ
ン
ス
の
練
習
に
あ
て
、

夏
の
学
校
最
後
の
イ
ベ
ン
ト
を
待
ち
ま
し
た
。
夕
食
後

は
待
望
の
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ア
で
す
。
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン

ス
ま
で
進
ん
だ
頃
風
が
強
く
な
り
、
ダ
ン
ス
の
発
表
は

体
育
館
に
場
所
を
移
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
ク
ラ
ス

と
も
練
習
を
重
ね
て
き
た
発
表
で
、
審
査
に
あ
た
っ
た

教
員
達
は
順
位
を
決
め
る
の
に
苦
心
し
て
い
ま
し
た
。

最
終
日
は
四
日
間
お
世
話
に
な
っ
た
ホ
テ
ル
の
部
屋

を
片
づ
け
、
バ
ス
で
東
京
へ
向
か
い
、
午
後
三
時
過
ぎ

に
全
員
元
気
に
学
園
本
館
前
に
到
着
、
解
散
し
ま
し
た
。

中
学
二
年
生
の
夏
の
学
校
は
、
「
志
賀
高
原
の
自
然

と
山
に
親
し
み
、
規
律
あ
る
団
体
生
活
を
営
む
」
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

一
日
目
は
朝
八
時
過
ぎ
に
中
高
を
出
発
し
途
中
休
憩
、

昼
食
を
と
り
な
が
ら
、
午
後
一
時
半
過
ぎ
に
志
賀
パ
レ

ス
ホ
テ
ル
に
到
着
し
ま
し
た
。
避
難
経
路
を
確
認
し
な

が
ら
全
員
が
屋
外
に
整
列
、
少
し
雨
模
様
の
中
の
開
校

式
で
は
、
生
徒
代
表
の
開
校
の
言
葉
に
続
き
、
お
世
話

に
な
る
ホ
テ
ル
の
方
、
付
添
医
師
、
看
護
師
、
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
、
添
乗
員
な
ど
の
方
々
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

二
日
目
は
ま
ず
ま
ず
の
天
候
に
恵
ま
れ
、
予
定
通
り

前
山
か
ら
渋
池
、
四
十
八
池
、
大
沼
池
を
順
に
歩
く
池

巡
り
コ
ー
ス
を
歩
き
ま
し
た
。
山
歩
き
の
指
導
を
、
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
成
蹊
大
学
山
岳
部
O
B
、
ワ
ン
ダ
ー

フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
員
の
方
々
に
お
願
い
し
ま
し
た
。
エ
メ

ラ
ル
ド
色
を
た
た
え
る
大
沼
池
で
昼
食
、
一
時
間
ほ
ど

歩
い
て
バ
ス
の
待
つ
駐
車
場
か
ら
ホ
テ
ル
へ
と
戻
り
ま

し
た
。
夜
は
、
近
く
の
湿
地
へ
蛍
観
察
に
出
か
け
ま
し

た
。
真
っ
暗
な
宵
闇
の
中
で
幻
想
的
に
光
る
蛍
の
様
子

に
一
同
お
お
い
に
感
激
し

て
い
ま
し
た
。

三
日
目
は
、
笠
岳
に
登

り
山
田
牧
場
へ
降
り
る
と

い
う
コ
ー
ス
で
す
。
こ
の

日
も
好
天
に
恵
ま
れ
、
登

り
は
大
変
に
暑
く
感
じ
ま

し
た
が
、
峠
の
茶
屋
で
休

憩
し
、
広
い
斜
面
を
一
気

に
牧
場
ま
で
降
り
る
と
牧

場
特
製
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
が
待
っ
て
い
て
昼
食
と
一
緒
に
と
て
も
お
い
し
く
い

た
だ
き
ま
し
た
。
昼
食
後
は
バ
ス
に
乗
っ
て
ホ
テ
ル
へ

戻
り
ま
し
た
。
早
め
の
夕
食
後
は
ホ
テ
ル
隣
の
駐
車
場

で
の
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ア
、
そ
の
中
心
は
ク
ラ
ス
対
抗

歌
＆
ダ
ン
ス
大
会
で
す
。
各
ク
ラ
ス
が
毎
日
練
習
を
重

ね
て
き
た
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い
仕
上

が
り
で
採
点
は
と
て
も
難
し
か
っ
た
よ
う
で
す
。
生
徒

の
発
表
の
後
に
は
、
教
員
た
ち
が
秘
密
練
習
を
し
て
仕

上
げ
た
出
し
物
も
あ
っ
て
喝
采
を
受
け
ま
し
た
。

最
終
日
は
、
閉
校
式
で
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
へ
の

挨
拶
も
済
ま
せ
バ
ス
で
出
発
。
途
中
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

畑
で
の
収
穫
体
験
、
お
い
し
い
リ
ン
ゴ
ジ
ュ
ー
ス
も
い

た
だ
い
て
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。
昼
食
を
は
さ
み
、
午

後
四
時
前
に
学
園
本
館
前
に
到
着
解
散
し
ま
し
た
。

中
学
の
夏
の
学
校
で
は
、
毎
年
卒
業
生
の
付
き
添
い

医
師
の
先
生
方
や
、
高
校
生
や
O
B
の
ヘ
ル
パ
ー
、
山

岳
部
O
B
、
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
員
の
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
等
々
、
成
蹊
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
大
変
お
世
話
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
、
成
蹊
学
園
の
伝
統
を
物
語

る
も
の
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

海
外
短
期
留
学

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
ペ
ン
ブ
ル
ッ
ク
カ
レ
ッ
ジ
へ
の

短
期
留
学
は
今
年
で
四
回
目
を
迎
え
、
七
月
十
四
日
か

ら
八
月
四
日
の
日
程
で
高
校
生
二
十
六
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
こ
の
企
画
は
学
園
国
際
教
育
セ
ン
タ
ー
の
全
面

的
協
力
を
得
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
カ
レ
ッ
ジ
の
寮
に

宿
泊
し
、
語
学
研
修
と
イ
ギ
リ
ス
の
社
会
、
美
術
を
学

ぶ
こ
の
短
期
留
学
は
大
変
人
気
が
あ
り
、
多
く
の
希
望

者
の
中
か
ら
選
抜
さ
れ
た
メ
ン
バ
ー
は
全
員
が
充
実
し

た
研
修
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
は
、
隔
年
実
施
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
カ
ウ
ラ

高
校
へ
の
短
期
留
学
も
実
施
さ
れ
、
八
月
七
日
か
ら

二
十
六
日
の
日
程
で
中
学
三
年
生
と
高
校
一
年
生
の
計

十
五
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
カ
ウ
ラ
は
第
二
次
世
界
大

戦
中
捕
虜
収
容
所
で
日
本
人
捕
虜
集
団
脱
走
事
件
が

あ
り
日
豪
双
方
に
多
く
の
犠
牲
が
出
た
と
こ
ろ
で
す

が
、
こ
の
悲
劇
を
両
国
の
友
好
関
係
に
変
え
て
い
こ
う

と
始
ま
っ
た
成
蹊
・
カ
ウ
ラ
交
換
留
学
は
来
年
で
四
〇

滞
在
先
で
の
生
活
は
す
べ
て
が
日
本
や
香
港
と
は
違
っ

て
い
ま
し
た
。
ど
れ
も
今
ま
で
体
験
し
た
事
の
な
か
っ
た

も
の
で
す
。
豪
語
は
、
英
語
を
東
京
弁
と
例
え
れ
ば
、
ま

る
で
広
島
弁
の
よ
う
で
し
た
。
会
話
に
は
少
し
自
信
が

あ
っ
た
の
で
す
が
、
中
々
苦
労
し
た
の
が
現
実
で
す
。

そ
こ
で
の
生
活
も
僕
に
は
驚
き
で
し
た
。
僕
の
滞
在
し

た
お
宅
は
広
い
庭
の
あ
る
ぽ
つ
ん
と
し
た
家
で
、
寝
起
き

す
る
場
所
は
何
と
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
だ
っ
た
の
で
す
。

キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
に
は
親
し
み
が
あ
り
ま
し
た
が
、
一

畳
半
ほ
ど
の
場
所
で
の
、
大
変
窮
屈
な
毎
日
で
し
た
。
し

か
し
数
日
経
ち
、
肉
だ
け
の
食
卓
に
も
慣
れ
て
く
る
と
僕

の
心
に
は
空
を
見
上
げ
る
ほ
ど
余
裕
が
で
き
た
の
で
す
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
雨
が
少
な
い
た
め
ほ
ぼ
毎
日
が
快

晴
で
、
高
い
建
物
も
な
く
、
美
し
い
青
空
が
果
て
な
く
広

が
り
ま
す
。
典
型
的
な
都
会
っ
子
の
僕
に
は
初
め
て
見
る

光
景
で
し
た
。
そ
の
空
は
遠
く
に
行
け
ば
行
く
ほ
ど
色
濃

く
な
り
、
夕
焼
け
空
も
夕
の
色
が
そ
の
ま
ま
伝
わ
る
よ
う

で
、
思
わ
ず
目
を
奪
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
夜
空
の
な

ん
と
壮
大
な
事
で

し
ょ
う
。
ま
る
で

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

の
よ
う
に
目
い
っ

ぱ
い
に
広
が
る
星

座
た
ち
、
ま
た
そ

れ
ら
横
切
る
天
の

川
。
す
べ
て
が
新

鮮
で
し
た
。
空
を
眺
め
る
の
は
本
当
に
楽
し
か
っ
た
で
す
。

と
て
も
健
康
的
な
生
活
で
し
た
。
朝
、
鶏
の
声
と
共
に

目
が
覚
め
る
と
い
う
経
験
も
初
め
て
で
、
そ
ん
な
健
康
的

な
生
活
と
、
日
本
で
は
で
き
な
い
体
験
。
こ
れ
ら
を
味

わ
っ
た
事
が
僕
の
留
学
で
の
大
き
な
収
穫
で
あ
り
、
変
化

で
す
。
時
を
経
れ
ば
、
ふ
と
あ
の
生
活
思
い
出
す
よ
う
に
、

ま
た
違
う
変
化
が
現
れ
る
の
で
し
ょ
う
。
今
は
、
ほ
ん
の

数
日
前
の
記
憶
を
胸
に
、
自
分
の
体
感
し
た
こ
と
を
生
か

せ
る
よ
う
な
も
の
を
見
つ
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

学
習
旅
行

高
校
二
年
生
を
対
象
と
し
た
学
習
旅
行
は
こ
の
夏
次

の
各
コ
ー
ス
が
実
施
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
旅
行
の
目
的

を
達
成
し
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

●
北
海
道
コ
ー
ス（
七
月
十
八
日
〜
二
十
一
日
・
三
〇
名
）

●
北
九
州
コ
ー
ス（
七
月
二
十
一
日
〜
二
十
四
日
・
三
十
二
名
）

●
四
国
コ
ー
ス（
前
半
七
月
二
十
八
日
〜
三
十
一
日
・
三
十
八
名

 

後
半
七
月
二
十
九
日
〜
八
月
一
日・三
十
六
名
）

●
沖
縄
コ
ー
ス（
八
月
二
十
九
日
〜
九
月
一
日
・
三
十
一
名
）

●
韓
国
コ
ー
ス（
八
月
二
十
四
日
〜
二
十
八
日
・
三
十
三
名
）

●
屋
久
島
コ
ー
ス（
八
月
二
十
九
日
〜
九
月
一
日
・
二
〇
名
）

こ
の
う
ち
、
韓
国
コ
ー
ス
に
は
両
角
校
長
も
同
行
し
、

恒
例
と
な
っ
た
光
新
高
校
訪
問
と
両
校
生
徒
の
交
流
イ

ベ
ン
ト
で
は
全
体
会
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
ま
し
た
。

中学・
高等学校の近況

学園の“いま”をお知らせします。

中
学
校
夏
の
学
校

中
学
一
、
二
年
生
の
夏
の
学
校
は
い
ず
れ
も
七
月
十
三

日
（
月
）
か
ら
七
月
十
六
日
（
木
）
ま
で
の
三
泊
四
日
で

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
例
年
こ
の
時
期
は
梅
雨
明
け
と
前
後

し
天
候
が
不
安
定
で
す
が
、
今
年
は
ま
ず
ま
ず
の
天
候
で
、

予
定
を
ほ
ぼ
こ
な
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

一
年
生
の
夏
の
学
校
は
「
宿
泊
を
伴
う
共
同
生
活
や

体
験
学
習
を
通
じ
て
自
然
に
親
し
み
、
自
立
を
目
指
し
、

仲
間
作
り
を
行
う
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
長
野
県
の

車
山
高
原
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
日
目
は
午
前
八
時
過
ぎ
に
学
園
本
館
前
を
出
発
、

途
中
休
憩
を
と
り
な
が
ら
、
昼
過
ぎ
に
車
山
ハ
イ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
に
到
着
し
ま
し
た
。
到
着
時
は
あ
い
に
く
雨

の
た
め
、
開
校
式
を
体
育
館
で
行
い
四
日
間
お
世
話
に

な
る
ホ
テ
ル
の
方
、
付
添
医
師
、
看
護
師
、
添
乗
員
、

ヘ
ル
パ
ー
の
皆
さ
ん
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
予
定
し
て

い
た
車
山
登
山
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
天
候
は
急

速
に
回
復
、
こ
れ
ま
で
実
現
で
き
な
か
っ
た
星
空
観
察

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
都
会
で
は
で
き
な
い
満

天
の
星
を
見
る
体
験
に
生
徒
も
興
奮
し
て
い
ま
し
た
。

二
日
目
は
好
天
の
も
と
、

午
前
中
は
八
島
ヶ
原
湿
原

観
察
、
午
後
は
飯
ご
う
炊

さ
ん
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

八
島
ヶ
原
湿
原
は
国
立
公

園
に
指
定
さ
れ
た
植
物
の

宝
庫
で
、
卒
業
生
や
高
校

生
の
ヘ
ル
パ
ー
に
よ
る
説

明
を
受
け
な
が
ら
自
然
観

察
を
行
い
ま
し
た
。
午
後

は
ホ
テ
ル
の
屋
外
調
理
場

で
の
飯
ご
う
炊
さ
ん
。
班
ご
と
に
男
子
も
女
子
も
協
力

し
あ
っ
て
調
理
に
あ
た
り
、
お
い
し
い
カ
レ
ー
ラ
イ
ス

を
食
べ
ま
し
た
。

三
日
目
は
好
天
で
少
し
暑
さ
を
感
じ
る
な
か
、
午
前

中
は
車
山
肩
の
駐
車
場
か
ら
蝶
々
深
山
、
物
見
岩
、
釜

が
池
キ
ャ
ン
プ
場
と
元
気
に
ま
わ
っ
て
八
島
湿
原
駐
車

場
か
ら
バ
ス
で
ホ
テ
ル
に
戻
る
コ
ー
ス
を
歩
き
ま
し
た
。

午
後
は
夜
の
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ア
で
行
う
フ
ォ
ー
ク
ダ

周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の

歴
史
を
よ
り
多
く
の
生
徒

に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
こ

の
短
期
留
学
は
は
じ
ま
り

ま
し
た
。
カ
ウ
ラ
高
校
生

の
家
庭
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

し
て
カ
ウ
ラ
高
校
で
学
習

す
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
、

参
加
者
た
ち
は
カ
ウ
ラ
の

家
族
達
と
親
し
く
な
っ
て

帰
国
し
ま
し
た
。

今
年
は
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
流
行
が
心
配
さ
れ
一
時
は
実
施
が
危
ぶ
ま
れ

た
短
期
留
学
で
し
た
が
、
両
コ
ー
ス
と
も
全
員
が
元
気

に
帰
国
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
カ
ウ
ラ
留
学
参
加
者
の
感
想
を
紹
介
し
ま
す
。

●
カ
ウ
ラ
短
期
留
学
に
参
加
し
て

（
高
校
一
年　

鳥
海
蒼
宇
）

自
分
は
少
年
時
代
を
香
港
で
過
ご
し
ま
し
た
。
な
の

で
海
外
生
活
に
は
慣
れ
て
い
る
と
少
な
か
ら
ず
思
っ
て

お
り
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
生
活
に
も
そ
れ
ほ
ど
の
恐
れ
は

感
じ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
実
際
に
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
で
生
活
し
て
み
る
と
、
た
ち
ま
ち
不
安
が
僕
を

襲
い
ま
し
た
。
思
え
ば
全
く
日
本
人
が
い
な
い
生
活
は

初
め
て
だ
っ
た
の
で
す
。

運動部・文化部の活躍

●中学硬式庭球部
〈男子団体〉
東京都中学校テニス選手権大会 ベスト4
関東中学校テニス選手権大会 ベスト4
全国中学校テニス選手権大会 ベスト16

〈男子個人〉
東京都中学校テニス選手権大会
 シングルス 金澤純 ベスト16
 ダブルス 金澤純・永野道隆 ベスト16
関東中学校テニス選手権大会
 シングルス 金澤純 出場

〈女子団体〉
東京都中学校テニス選手権大会 ベスト8
関東中学校テニス選手権大会 第5位
全国中学校テニス選手権大会 出場

〈女子個人〉
東京都中学校テニス選手権大会
 シングルス 吉岡晃子 第17位
 ダブルス 吉岡晃子・田川理沙 ベスト16
関東中学校テニス選手権大会
 シングルス 吉岡晃子 ベスト32
 ダブルス 吉岡晃子・田川理沙 ベスト8
全国中学校テニス選手権大会
 ダブルス 吉岡晃子・田川理沙 出場

●中学水泳部
〈男子〉
全国中学校水泳競技会
 50m 自由形 武藤暉昇 出場
 100m 自由形 武藤暉昇 出場

●中学陸上部
〈男子〉
東京私立中学高校陸上競技選手権大会
 中学1年 100m 田中亮太 5位
 中学3年 100m 大坪昴平 3位
 中学共通 800m 井川知紘 4位
   400m 井川知紘 7位

●中学演劇部
東京都私立中学演劇発表会　
最優秀賞　内木文英賞

●中学吹奏楽部
東京都中学校吹奏楽コンクール　銀賞
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通
学
の
安
全
を
考
え
る
た
め
に

小
学
校
P
T
A
の
安
全
対
策
委
員
会
は
、
夏
休
み
前

に
「
夏
休
み
に
家
族
防
災
会
議
を
開
こ
う
」
と
全
家
庭

に
呼
び
か
け
ま
し
た
。
通
学
の
安
全
を
守
る
活
動
と
し

て
、一
昨
年
は
「
親
子
一
斉
下
校
に
よ
る
通
学
路
点
検
」

を
、
ま
た
昨
年
は
「
通
学
路
安
全
マ
ッ
プ
づ
く
り
」
を

全
家
庭
に
呼
び
か
け
る
な
ど
、
毎
年
子
ど
も
た
ち
の
通

学
の
安
全
に
関
わ
る
啓
発
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

今
年
も
P
T
A
安
全
対
策
委
員
会
の
呼
び
か
け
に
応
じ

て
各
家
庭
で
災
害
時
の
帰
宅
路
の
確
保
に
つ
い
て
様
々
な

「
家
族
防
災
会
議
」
が
開
か
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

左
は
、
こ
れ
を
受
け
た
二
年
生
の
女
児
の
日
記
で
す
。

大
人
を
し
ん
じ
る

き
ょ
う
、
も
し
ま
ん
が
一
、『
じ
し
ん
（
し
ん

さ
い
）
が
お
き
た
ら
』
の
こ
と
を
か
ん
が
え
る
た

め
、
か
く
え
き
の
ち
か
く
の
ひ
な
ん
じ
ょ
ま
で
歩

い
た
り
、
え
き
の
間
を
歩
い
た
り
し
ま
し
た
。
歩

い
た
ば
し
ょ
は
、
高
円
じ
と
中
の
の
間
と
、
お
ち

合
と
高
田
ば
ば
の
間
で
す
。

外
で
歩
く
こ
と
は
出
来
そ
う
だ
け
れ
ど
、
も
ん

だ
い
は
地
下
で
す
。
地
下
て
つ
が
と
ま
る
と
こ
ま

り
ま
す
。
そ
れ
は
、
う
す
ぐ
ら
い
せ
ん
ろ
を
ず
っ

と
つ
ぎ
の
え
き
ま
で
歩
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か

ら
で
す
。

け
れ
ど
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
で
す
。
大
人
が
い
ま
す
。

や
さ
し
い
人
だ
っ
た
ら
手
を
つ
な
い
で
く
れ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
大
人
と
大
人
で
子
ど
も
を
は
さ

ん
で
歩
い
て
く
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

わ
た
し
は
大
人
を
し
ん
じ
ま
す
。
な
に
が
あ
っ

て
も
し
ん
じ
ま
す
。

で
も
、
自
分
か
ら
た
す
け
を
も
と
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

（
八
月
十
四
日
か
お
る
）

心
打
た
れ
る
日
記
で
す
。「
学
校
の
大
人
」
も
子
ど

も
た
ち
の
信
頼
に
応
え
て
、
万
全
の
安
全
対
策
を
講
じ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

生
の
師
範
団
の
活
動
に
寄
与
す
る
も
の
を
と
い
う
お

志
を
頂
戴
し
、
写
真
の
よ
う
な
ボ
ー
ト
二
基
の
寄
贈

を
受
け
ま
し
た
。
遠
泳
時
の
速
や
か
な
物
品
の
移
動

や
泳
路
管
理
船
と
し
て
、
今
夏
も
大
活
躍
し
ま
し
た

こ
と
を
御
礼
と
と
も
に
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

ト
ン
ネ
ル
山
グ
ラ
ウ
ン
ド

復
旧
工
事
完
成

ト
ン
ネ
ル
山
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
小
学
校
を
含
め
た
学

園
施
設
再
開
発
の
た
め
に
、
二
〇
〇
四
年
（
平
成
十
六

年
）
か
ら
仮
設
校
舎
用
地
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
大
学
情
報
図
書
館
と
小
学
校
新
本
館
の
完
成
、
そ

し
て
学
園
本
館
の
改
修
工
事
も
終
了
し
、
再
び
小
学
校

の
子
ど
も
た
ち
の
運
動
場
と
し
て
の
復
旧
工
事
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

夏
休
み
に
工
事
を
終
え
た
ト
ン
ネ
ル
山
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
は
、
前
号
既
報
の
小
学
校
P
T
A
か
ら
新
校
舎
竣
工

記
念
と
し
て
頂
戴
し
た
「
回
り
平
行
棒
」
の
ほ
か
、
写

真
の
よ
う
な
「
ザ
イ
ル
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
・
ミ
ニ
」
な
ど

の
遊
具
も
設
置
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
新
た
な
遊
び
が

始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
五
年
間
、
ポ
プ
ラ
グ
ラ
ウ
ン
ド

だ
け
が
遊
び
場
だ
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
新
し
い
環
境
の

誕
生
で
す
。

小学校の近況

学園の“いま”をお知らせします。

終
業
式
で
「
M
O
T
T
A
I
N
A
I
」

一
学
期
は
、
夏
の
学
校
の
最
終
日
が
終
業
日
と
重
な

る
学
年
が
あ
り
ま
す
の
で
、
一
学
期
終
業
式
を
全
校
児

童
が
登
校
す
る
最
終
水
曜
日
に
設
定
し
て
い
ま
す
。
七

月
八
日
の
終
業
朝
会
で
は
、
学
園
の
環
境
宣
言
に
伴
う

小
学
校
の
環
境
教
育
の
一
環
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
話

題
を
子
ど
も
た
ち
に
提
供
し
ま
し
た
。
左
に
そ
の
部
分

を
抜
粋
し
ま
す
。

●
一
学
期
終
業
朝
会
・
学
校
長
の
話

…
さ
て
今
日
は
、
一
つ
だ
け
皆
さ
ん
の
「
夏
休
み
の
宿
題
」

に
し
て
ほ
し
い
お
話
を
し
ま
す
。

そ
れ
は
、こ
の
こ
と
で
す
。（
演
台
に
M
O
T
T
A
I
N
A
I

の
紙
面
を
掲
示
）

英
語
の
言
葉
の
よ
う
で
す
が
違
い
ま
す
。
こ
れ
は
歌
の
題

名
な
の
で
す
。
ま
ず
、
こ
の
歌
を
聴
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

ど
う
で
し
た
か
。
こ
れ
は
「
も
っ
た
い
な
い
」
と
い
う
題

名
の
曲
で
す
。
二
年
前
の
四
月
頃
、
N
H
K
の
「
み
ん
な
の

う
た
」
で
放
送
し
て
い
ま
し
た
か
ら
、
聴
い
た
人
も
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
初
め
て
聴
い
た
人
は
、ラ
ッ
プ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
と
い
っ
て
、
と
て
も
早
口
の
歌
で
す
か
ら
、
う
ま
く
聴
き

取
れ
な
か
っ
た
人
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

お
話
の
あ
と
で
も
う
一
度
聴
く
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
歌
の
中
に
は
「
も
っ
た
い
な
い
」
と
い
う
言
葉
が
、

二
十
一
回
も
出
て
き
ま
す
。

「
も
っ
た
い
な
い
」
と
い
う
言
葉
は
、
だ
れ
も
が
知
っ
て
い

る
言
葉
で
す
。
で
も
、
な
ぜ
、
こ
の
「
も
っ
た
い
な
い
」
と

い
う
言
葉
を
、
英
語
の
文
字
（
ロ
ー
マ
字
）
で
書
い
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
は
、
こ
の
「
も
っ
た
い
な
い
」
と
い
う
言
葉
が
、
地

球
の
環
境
を
守
る
と
て
も
大
切
な
意
味
を
持
っ
た
言
葉
だ
と

い
う
こ
と
を
、
北
海
道
に
住
む
山
口
昭
さ
ん
と
い
う
人
が
国

連
大
学
で
講
演
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
山
口
さ
ん
が

初
め
て
「
も
っ
た
い
な
い
」
を
ロ
ー
マ
字
に
し
て
世
界
に
紹

介
し
た
の
で
す
。

そ
し
て
、
ア
フ
リ
カ
の
ケ
ニ
ア
と
い
う
国
の
環
境
副
大
臣

だ
っ
た
ワ
ン
ガ
リ
・
マ
ー
タ
イ
さ
ん
と
い
う
女
の
方
が
、
世

界
中
に
知
ら
せ
た
の
で
す
。
ワ
ン
ガ
リ
・
マ
ー
タ
イ
さ
ん
は
、

環
境
に
つ
い
て
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
初
め
て
受
賞
し
た
人

で
す
。

ワ
ン
ガ
リ
・
マ
ー
タ
イ
さ
ん
は
、
二
〇
〇
五
年
に
日
本
に

来
て
、
こ
の
「
も
っ
た
い
な
い
」
と
い
う
日
本
で
昔
か
ら
使

わ
れ
て
き
た
言
葉
が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

も
の
を
大
切
に
使
う
と
き
に
「
捨
て
る
の
は
も
っ
た
い
な

い
か
ら
」
と
い
い
ま
す
。
時
間
を
無
駄
に
し
た
く
な
い
時
に

「
時
間
が
も
っ
た
い
な
い
か
ら
」
と
い
い
ま
す
。
大
人
は
、
人

か
ら
親
切
に
し
て
も
ら
っ
た
り
誉
め
て
も
ら
っ
た
り
し
た
と

き
に
「
も
っ
た
い
な
い
お
言
葉
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

と
い
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
「
も
っ
た
い
な
い
」
と
い
う
言
葉
は
、
古
く

か
ら
日
本
に
あ
っ
た
言
葉
で
す
。
そ
し
て
地
球
の
環
境
を
守

る
た
め
の
大
事
な
考
え
が
、
こ
の
「
も
っ
た
い
な
い
」
の
言

葉
に
込
め
ら
れ
て
い
る
と
、
ワ
ン
ガ
リ
・
マ
ー
タ
イ
さ
ん
は

気
づ
き
ま
し
た
。

つ
ま
り
、
水
や
電
気
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
無
駄
使
い
を

減
ら
す
こ
と
（
も
っ
た
い
な
い
）、
使
え
る
も
の
は
す
ぐ
に
捨

て
な
い
で
丁
寧
に
使
っ
て
長
持
ち
さ
せ
資
源
の
無
駄
を
減
ら

す
こ
と
（
も
っ
た
い
な
い
）、
そ
し
て
空
き
瓶
や
空
き
缶
な
ど

要
ら
な
く
な
っ
た
も
の
に
他
の
使
い
道
が
な
い
か
考
え
て
資

源
と
し
て
再
利
用
す
る
こ
と
（
も
っ
た
い
な
い
）、
こ
う
し
た

環
境
を
大
切
に
す
る
考
え
が
こ
の
「
も
っ
た
い
な
い
」
と
い

う
言
葉
の
中
に
す
べ
て
こ
め
ら
れ
て
い
る
と
、
ワ
ン
ガ
リ
・

マ
ー
タ
イ
さ
ん
は
感
じ
た
の
で
す
。

イ
ギ
リ
ス
や
ア
メ
リ
カ
な
ど
を
は
じ
め
と
し
て
、
い
ろ
い

ろ
な
国
で
、
マ
ー
タ
イ
さ
ん
は
「
も
っ
た
い
な
い
」
を
地
球

の
環
境
を
守
る
世
界
の
言
葉
と
し
て
広
め
ま
し
た
。

は
じ
め
に
聞
い
た
「
も
っ
た
い
な
い
」
の
歌
の
題
名
が
ロ
ー

マ
字
で
書
か
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
よ
う
な
わ
け
が
あ
っ
た

の
で
す
。

さ
て
、
二
年
生
以
上
の
人
た
ち
は
、
去
年
の
成
蹊
大
学
の

学
生
さ
ん
た
ち
が
募
集
し
た
環
境
標
語
は
知
っ
て
い
ま
す
ね
。

覚
え
て
い
ま
す
か
。

環
境
標
語
の
最
優
秀
賞
は
、
去
年
の
六
年
生
の
「
今
だ
け

の
　
便
利
が
あ
と
で
　
ゴ
ミ
に
な
る
」
で
し
た
。
こ
の
環
境

標
語
に
も
、「
も
っ
た
い
な
い
」
の
気
持
ち
が
し
っ
か
り
と
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
夏
休
み
、
み
な
さ
ん
も
自
分
の
身
の
回
り
の
「
も
っ

た
い
な
い
」
を
さ
が
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
も
し
か
し
た
ら
学

校
の
中
で
「
も
っ
た
い
な
い
」
が
た
く
さ
ん
発
見
で
き
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
発
見
を
二
学
期
に
私
に
教
え
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ

が
、
私
か
ら
皆
さ
ん
へ
の
「
夏
休
み
の
宿
題
」
で
す
。
二
学

期
も
続
け
る
宿
題
で
す
か
ら
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

で
は
、宿
題
を
考
え
る
た
め
に
、ど
ん
な
「
も
っ
た
い
な
い
」

が
あ
る
の
か
、
も
う
一
度
歌
を
聴
い
て
み
ま
し
ょ
う
。
…

小
学
校
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
環
境
課
題
を
啓
発
す

る
場
や
体
験
す
る
機
会
を
数
多
く
設
定
し
て
い
ま
す
。

各
教
科
の
学
習
で
、
ま
た
栽
培
活
動
を
と
お
し
て
、
あ

る
い
は
全
校
清
掃
活
動
や
児
童
の
委
員
会
活
動
の
実
践

で
、
さ
ら
に
は
文
化
祭
な
ど
の
発
表
の
場
を
活
用
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
環
境
教
育
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回

の
朝
会
で
の
語
り
か
け
も
、
そ
の
試
み
の
一
つ
と
し
て

紹
介
し
ま
し
た
。

夏
の
学
校

小
学
校
開
設
以
来
の
伝
統
的
な
行
事
「
夏
の
学
校
」

も
全
学
年
が
無
事
に
実
施
で
き
ま
し
た
。

今
年
は
特
に
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
で
、
集

団
宿
泊
学
習
の
実
施
そ
の
も
の
が
懸
念
さ
れ
る
状
況
で

し
た
が
、
い
ず
れ
の
学
年
も
元
気
な
子
ど
も
た
ち
の
姿

を
見
る
こ
と
が
で
き
た
夏
の
学
校
で
し
た
。
な
か
に
は
、

梅
雨
明
け
後
と
い
う
の
に
不
順
な
天
候
で
行
事
を
変
更

し
た
学
年
も
あ
り
ま
し
た
が
、
教
員
と
子
ど
も
た
ち
が

寝
起
き
を
と
も
に
す
る
「
二
十
四
時
間
教
育
」
の
精
神

は
、
全
学
年
の
夏
の
学
校
の
中
に
し
っ
か
り
と
生
か
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

全
学
年
の
夏
の
学
校
と

と
も
に
紹
介
し
た
ボ
ー
ト

の
写
真
は
、旧「
波
佐
間
会
」

か
ら
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で

す
。「
波
左
間
会
」
は
波

左
間
の
海
で
小
中
学
校
が

夏
の
学
校
を
実
施
し
て
い

た
時
代
の
水
泳
師
範
団
の

方
々
の
組
織
で
し
た
。
現

在
海
で
の
夏
の
学
校
を
実

施
し
て
い
る
小
学
校
六
年

1年生

2年生

3年生

4年生

5年生

6年生

M
O
T
T
A
I
N
A
I 

〜
も
っ
た
い
な
い
〜

（
作
詞
：
仁
井
山
征
弘
／
作
曲
：
S
u
p
e
r 

P
r
o
j
e
c
t
）
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【ご利用にあたって】
●クレジットカード決済は、個人の方のみご利用いただけます。（法人・団体でのご寄付をご希望の場合は、
誠にお手数ですが募金局までお問い合わせください）

●ご寄付者名とカード名義人は同一であることが必要です。
●ご利用いただけるカードは、DCカード・VISAカード・マスターカードです。

【お問い合わせ先】
成蹊学園
創立100周年記念事業募金局
電話：0422-37-3941
e-mail：fund@jim.seikei.ac.jp

成蹊学園トップページ http://www.seikei.ac.jp を
開き、画面右上にある「100周年記念事業」を
クリックしてください。

1 100周年記念事業ページの左下にある「パソコン・携
帯電話からの募金のお申し込みはこちら」をクリッ
クしてください。

2

パソコン・携帯電話からのクレジットカード決済のご案内
パソコン・携帯電話からも寄付のお申し込みができます（クレジットカード決済のみ）。

簡単にお手続きできますので、ぜひご利用ください。

以降は画面表示に
従って、手続きをお
進めください。
決済が完了すると、
申込完了メールが届
きます。

以降は画面表示に
従って、手続きをお
進めください。
決済が完了すると、
申込完了メールが届
きます。

※ご利用いただけるのは、i-mode、EZweb、Yahoo!ケータイに
　対応した機種となります。

「成蹊学園募金モバイルサイト」が表示されますので、
お手続きください。3
数秒後にURLが記載されたメールが返信されますので、
そのURLにアクセスしてください。2

左の二次元バーコードを読み取り、空メールを送信してください。
読み取れない場合は bokin@sk.seikei.ac.jp に、
直接空メールを送信してください。

1
読取中… 読取中…

〈パソコンをご利用の場合〉

〈携帯電話をご利用の場合〉
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テーマ「Plus＋」
11月21日（土）・22日（日）開催！
欅 祭第48回

学
園TOPICS

成蹊から
お伝えしたいこと

浜松会場で
地域懇談会を開催

（対象地域：静岡県・愛知県）

日     程 ：2009年10月3日（土）
会     場 ：オークラアクトシティホテル浜松
参加者数 ：39名

浜松会場

　今年度は昨年度に引き続き、開催前に

希望者を対象に個別相談を行い、学校生

活や就職状況などについて話し合われま

した。懇談会では「成蹊大学現況」「ア

ジア太平洋研究センター・国際教育セン

ターのご紹介」「就職状況説明」の3講

演に引き続き、卒業生から成蹊学園での

思い出をお話いただきました。第2部の

懇親会では、和やかな雰囲気のなか相互

に交流を深められ、盛況のうちに閉会と

なりました。

Information
成蹊大学欅祭本部　（委員長：荒井 駿也）
東京都武蔵野市吉祥寺北町 3-3-1
電 話：0422-51-6102
URL：http://www1.parkcity.ne.jp/f-keyaki/　
e-mail：f_keyaki@hotmail.com

 Baseball Bingo
【 21日（土）】
13:30 開場　14:00 開演　場所：5 号館 102 室
恒例のビンゴ大会はベースボールゲームと掛け
合わせました。今年も10万円旅行券をはじめ、
最新ゲーム機など豪華賞品が目白押し！！ チケッ
トの学内先行配布は11月11日（水）12:30～、
当日先行配布は11月 21日（土）12:00～を予
定しています。行くっきゃないでしょ！！

爆笑！！
お笑いライブ2009
【 22日（日）】
12:30 開場　13:00 開演
場所：4号館
今年は「我が家」・「超新
塾」・「しんのすけとシャ
ン」のお笑いライブ！！ 
チケットの学内先行配布
は11月4日（水）12:30～、
当日先行配布は 11月 22
日（日）10:00 ～を予定
しています。なお、チケッ
トは入場無料・先着順指
定席制です。

Studio Beautista
【 21日（土）・22日（日）】
11:00 ～17:00　場所：3号館 601教室
表参道のサロン、artifataからプロのスタイリス
トを招いて、簡単なヘアアレンジ・ポイントメイ
クを無料で体験できる素敵な企画です。あなた
のファッションにおしゃれな Plus+を・・・。

ポン de ビンゴ
【 21日（土）・22日（日）】
10:00 ～17:00（景品交換は18:00まで）
場所：本館前テント
昨年度、大好評だったスタンプラリー企画がパ
ワーアップ！！ 今年はビンゴとスタンプラリーが
ドッキング。学内の展示を見て！！ 模擬店で食べ
て！！ 賞品をGETしよう！！

けやきフラワーガーデン
【 21日（土）・22日（日）】
10:00 ～16:00　場所：トラスコンガーデン側前庭
今年は吉祥寺フラワーマーケットさんによる委託
販売が復活しました！！ 切花・鉢植えの販売、
クリスマスリース作り体験を行います。クリスマス
の準備を欅祭でしませんか？

けやきっず・えんにち
【 21日（土）・22日（日）】
10:00 ～16:00　場所：情報図書館側前庭
今年の子ども向け企画は、スライム作り・キラキ
ラ☆シャボン玉作り・わなげ・ボール入れゲーム・
巨大お絵かきの 5ブースを開催します。小さいお
子さまから小学生まで楽しめる企画になっていま
す。家族揃って遊びに来てくださいね♪

OPENING CEREMONY
【21日（土）】
10:00 ～10:40　場所：本館前ステージ
今年から始まる新企画です！色んな団体の PR、
イベント団体の公演、本部企画 PRなど、盛りだ
くさんです☆この企画は参加するみなさまによっ
てさまざまな色に変化するものでもあります。欅
祭の始まりから欅祭をみんなで盛り上げましょう。
ぜひ、ぜひ、ご参加を♪

この他にも、学生による展示・模擬店・
ステージ発表、およびフリーマーケット
など、さまざまなブースを用意して皆さま
のご来場をお待ちしております。

日  程 ：2009年11月22日（日）

時  間 ：10：00～17：00
上記の第48回欅祭と同時開催

【プログラム】
●キャンパス見学ツアー
●成蹊大学ガイダンス
●各種相談コーナー
　（入試、留学、学生生活などについて）
●資料配布 など

受験生を対象に、多彩なプログラムを用意して
います。教員やスタッフ、大学の先輩たちと直
接触れあうなかで成蹊大学の魅力をぜひ感じ
てください。

第 3回オープンキャンパスを開催！

多くの人が楽しめる
ボランティアの場を提供したい

Universal Volunteer

総合的な
ボランティア活動の実践

Uniform Friends

一生の仲間づくり

Unique Place

この場でしか
得られない経験

学生ボランティア本部の理念をあらわす3つ
の言葉の頭文字をとって名付けられたこの
愛称“Uni．（ユニー）”にはボランティアを通し
て一生モノの人とのつながりを築いてほしい
という気持ちが込められています。

Uni．とは？
ユ ニ ー

 学生ボランティア本部代表
 法学部2年

杉浦  壽一さん

もっと身近で幅広いボランティアを目指して
「ボランティアをしたい人、されたい人、両者をうまく橋渡しするためにできることはない
だろうか」。大学入学後、ボランティアに携わるようになってそんな風に感じるようになり
ました。僕が所属していたサークルもそうなのですが、ボランティアサークルには国や分
野に特化した活動をするところが多いのです。もっと包括的なボランティア活動ができれ
ば・・・そんな風に考えていた頃、大学側でもボランティア支援の構想があることを知りま
した。学生として意見を出していくうちに、まずその第一歩として「ボランティアを学生に根
付かせる」ことからはじめよう、と友人に声をかけ、学生主体のボランティア本部を設立し
ました。いまでは、1・2年生を中心に約50人の部員が所属しています。

継続の秘けつは「自分が楽しむ」こと！
今年の6月には他大学と合同で“広げよう！ボラ友の輪”というワークショップを開催し
ました。グループに分かれて、「ボランティアをするうえで大切なこと」をディスカッションし
てもらう企画です。ボランティアというと“偉い”とか“対価を求めない”といったことが連
想されると思うのですが、僕はボランティアはもっと気軽で楽しいものだと思うのです。子
どもが好きだから、なんとなく誘われたから・・・動機はなんでもいい、まず自分が楽しん
で、結果的に誰かの喜びになる。人のためにではなく自分のためにやっているからこそ継
続できるのだと思います。今回の企画ではいろいろな人の価値観を知ることで、ボランティ
アに対する固定観念を少しでもなくすことができたらと思いました。
ボランティア本部に所属している人は興味分野も違うし、興味の度合いもそれぞれ違い
ます。ボランティアをはじめたばかりの人、興味を持ちはじめた人にどうやって情報を提
供していくかが今後の課題です。たくさんの人にボランティアの面白さを知ってもらい、多
様な人間関係を築いてもらえるような場を作っていきたいと思っています。

ボランティアをより身近に感じてもらうために

学生ボランティア本部 Uni.
学生の思いから、2009年6月成蹊大学学生ボランティア本部が設立されました

“広げよう！ボラ友の輪”。「ボランティアをするうえで大切な
こと」をメンバー同士でディスカッション、発表しました。

茨城県波崎町で夏合宿を実施。地元自治体と合宿所の協力
を得て、海岸沿いのゴミ拾いをしました。

御殿場市で実施された国際エコワークキャンプに参加。
富士山付近の清掃活動を行いました。

しんのすけとシャン

超新塾

我が家

Information

欅祭にてチャリティーフリーマーケットを出展します

11月21日（土）・22日（日）開催の成蹊大学欅祭において
フィリピンのストリートチルドレンや孤児院を支援している
NPO法人ACTIONを通じて、チャリティーフリーマーケットを
出展します。収益金は全額フィリピンの子どもたちへ寄付さ
れます。珍しいフィリピンの雑貨など出す予定ですのでぜひ
お越しください。

成
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大
学
が「
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コ
大
学
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ン
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立
大
学
第
三
位
と
な
り
ま
し
た

　
「
全
国
青
年
環
境
連
盟
（
エ
コ
・
リ
ー
グ
）」が
今
年
六
月
に
発
表
し
た
「
エ

コ
大
学
」ラ
ン
キ
ン
グ
で
成
蹊
大
学
が
私
立
大
学
第
三
位
と
な
り
ま
し
た
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こ
れ
は
、国
公
立
大
学
全
校
と
私
立
大
学
環
境
保
全
協
議
会
に
加
盟
す
る
私
立
大

学
の
合
計
三
三
四
校
を
対
象
に
実
施
し
た
調
査
（
有
効
回
答
数
一
〇
七
、回
答
率

三
十
二
％
）に
基
づ
い
た
も
の
で
、二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
実

態
、温
暖
化
対
策
、学
生
の
参
画
や
教
育
と
い
う
三
分
野
に
つ
い
て
、回
答
を
点
数
化

し
ラ
ン
ク
付
け
し
た
も
の
で
す
。成
蹊
大
学
は
一
二
五
点
満
点
中
、八
〇
点
で
し
た
。


